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1．調査目的・実施概要 

1.1 本調査の背景・目的 

昨年度の同調査でも提案させていただいた通り、共助の活動の重要な担い手である NPO

等が「経済的に自立」し、その「活動を継続的に発展」していくためには、経営層のマネ

ジメント能力の強化が必要である。 具体的には、団体のミッション・ビジョンの実現に向

けて、経営資源をマネジメントし、社会的なインパクトや成果を実現していく能力である。 

今回の調査においては、NPO 等の本来の存在意義である社会的なインパクトの創出や課題

解決を成し遂げる為の基盤となるマネジメント能力の強化について、「伴走型支援」を実施

し、その成果や課題を報告していくこととしたい。     

伴走型支援に 10 年以上取り組み、一定のノウハウを有する私たち ETIC.としては、伴走

型支援の特性やその実施にあたっての要諦が今回の調査を通して改めて整理され、NPO 等を

支援する組織・団体を中心に共有されていくことが、共助社会の実現に資すると考えてい

る。 

 尚、研修参加対象となる NPO 等については、創業期を経て、成長・拡大期へと移行する

団体から募集する。これは、マネジメント能力の開発が最も必要な段階を対象とすること

で、成長・拡大期への円滑な移行を支援する為である。 
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 現在、日本においては、内外の経営資源（ヒト・モノ・カネ等）をマネジメントする能

力の開発に対する講座や知見の共有はほとんどなされておらず、マネジメント能力の不足

を原因に伸び悩んでしまう団体が多数見られる。特に、成長・拡大期への移行において、

経営者はリーダーシップの発揮や困難な意思決定を日々求められるが、継続的に支援・指

導してくれる理事やメンター、コーチ等がいるというケースは稀である。結果、最適な判

断・意思決定が出来なかったり、経営者として壁に当たったりすることが多く見られる。

こうした状況を突破していくためには、集合研修に「伴走型支援」を組み合わせることは

非常に有効であると考えている。 
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1.2 本調査の実施概要 

 「伴走型支援」の仕組みや効用、ノウハウについて改めて整理・検討するため、集合研

修と伴走型支援を組み合わせた研修プログラムを実施し、そこから得られた知見や示唆を

報告書に取りまとめることとした。 

 今回の研修を実施する上での前提として、定型化された講義を実施する形ではなく、各

団体が抱える生の課題を事前にヒアリングした上で、集合研修を設計し、ETIC.コーディネ

ーターによる伴走型支援を組み合わせる。顕在的な課題だけでなく、経営者自身が気付い

ていない潜在的課題も取り扱うことが、「伴走型支援」における非常に重要な役割であると

考えるからである。 

 

＜研修実施概要＞ 

 研修実施主体： NPO 法人 ETIC. 

 研修参加者： NPO 法人等 5団体の代表及び経営層 (1 団体あたり 2 名×5団体) 

 伴走型支援実施期間： 2015 年 11 月から 2016 年 3月 

 研修のテーマ： 

①事業の成長・拡大に向け、数字も含めた中長期ビジョン・事業計画を作成する 

②経営者としてこれから求められるスキルやあり方について学ぶ 

③次のステージに進むためにクリアするべき課題を明らかにし、取り組む 

 研修会場： 金沢工業大学大学院 虎ノ門キャンパス 

（一部「赤坂・溜池・虎ノ門・永田町」会議室） 

 

＜研修参加団体基準＞ 

成長・拡大期への移行段階にある NPO 等の経営層の参加を促す為に、下記の条件を設定

して告知・参加者募集活動を実施した。 

 目安として有給職員 2～10 名あるいは年間予算 1,500 万～8,000 万円 

 経営層（代表、事務局長等のマネジメントクラス）含め 2名参加 

 全 3回の集合研修にすべて参加可能であること 

 NPO 法人、一般社団法人等、法人格は問わない 
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1.3 伴走型支援の類型・特徴 

 本調査において伴走型支援について取り扱う上で、その定義を下記の通り設定する。 

 

＜今回の調査における伴走型支援の定義＞ 

 NPO 等の経営支援経験のある伴走者の存在、介入によって、経営メンバーが認識して

いる課題のみならず、潜在的な課題やその本質・真因を把握・認識し、対応すること。 

 講座や研修の形式で提供される支援（コンテンツに規定された支援）も有効活用しな

がら、組織や事業、経営メンバーが抱える非定型の課題解決に対する支援（現場での

課題解決を志向する支援)を行うこと。 

 コンサルティングのように事業課題の解決のみに関与するのではなく、起業家本人の

成長支援に関与すること。具体的にはリーダーシップや内面の課題意識を活かしつつ、

起業家本人が社会ニーズを正確に認識した上で事業推進や課題解決が出来るように支

援していくこと。 

 

 なお、一般的に伴走型と呼ばれる支援は、その実施主体と実施サービスの領域により、

以下のように分類が可能と考える。分類の観点としては、「個人／エコシステム」という支

援者の形態軸と、「総合／専門」という支援のサービス領域軸で整理する。どの類型が優れ

ているということではなく、NPO 等のニーズに応じ、多様な類型の伴走型支援が社会的に広

がっていくことが重要である。 

 

＜伴走型支援の類型について＞ 

 個人・エコシステム軸： 支援者が、独立コンサルタントのような個人の形態か、多様

なセクターにまたがる起業家・実務家・専門家等のメンバーやアドバイザーと有機的

に連携したエコシステム（起業家を支援する為の生態系)を活用して支援を行うかとい

う点が違いである。 

 総合・専門軸： 支援者が取り扱う領域が、経営・事業全般にまたがる総合的なものな

のか、資金調達や財務等、ある専門の特定の分野に限定されるものなのかという点が

違いである。 

 

 今回の調査においては、専門性を持つ個人をメンターとして招いて「総合・エコシステ

ム型」の伴走支援を実施し、その具体的な仕組みや効用、ノウハウを整理ならびに可視化

している。（尚、この類型は、支援の特性を示すものであり、支援の優劣を定めるものでは

ない） 
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 上記の図に表した通り、「エコシステム・総合型」の伴走型支援においては、受益者であ

る社会起業家・NPO 経営者の顕在的・潜在的な課題を把握し、エコシステム内に存在するリ

ソースをフルに活用することで総合的に課題解決を行っていく。 

こうした伴走型支援を行うには、コーディネーターの役割が非常に重要になる。 

 



9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 

 

 

1.4 研修のデザインと意図 

本研修においては、専門家講師による講義ならびにメンタリングで構成される集合研修

と、コーディネーターによる伴走支援を組み合わせて実施する。この全体設計の意図とし

ては、「社会企業や NPO の事業計画を直接改善することではなく、経営者の育成を通して社

会課題の解決を目指す」という考え方が基軸になっている。 

下記の図表に示した通り、外部の支援団体が経営者の支援を抜きにして直接特定の経営

課題に介入する手法には限界がある。変化が激しく複雑性の高い社会において支援の効果

を長期的に最大化するには、社会課題を解決する経営者本人の意識と行動を、社会的イン

パクトを生み出し、大きくする方向に変容させることであると考える。 

※事業・経営コンサルティング等の支援の必要性を否定するものではなく、ここでは、ま

ず経営者の意識・行動の変容を優先し、その上で経営課題解決支援が行われる形が効果が

高いという仮説を提示している。 

 

 

 

上記の考え方が必要となる背景として、社会課題を解決する事業においては、社会情勢

に適応しながら事業・サービス展開を行う必要があるという実情がある。その状況を踏ま

え、本研修においては、「社会企業や NPO の適応力」を高めることを基本方針として各コン

テンツの企画・設計を行った。 
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本研修では、集合研修とコーディネーターによる伴走支援を組み合わせる際に、上記の

適応サイクルを回していくことを踏まえたプログラム設計を行った。参加者は、日々の現

場での活動を通して、また、集合研修の場において、数多くのインプットを得ることにな

るが、経営という複雑系のテーマを扱う以上、インプットの中には一見相互に矛盾するも

のや、その場では解釈が難しいものもあり、消化不良を起こすことが多い。その状況にお

いて、コーディネーターが継続的に伴走することで、消化不良となった事象を、自らにと

って有用な知恵に転換していくことが可能になる。 

 

 コーディネーターの伴走支援の具体的な内容としては、事業相談を目的とする面談や現

場支援（月 1～2回）を行い、計画の実行支援を担当するほか、参加団体の相談事等にタイ

ムリーに対応する役割を担う。担当するスタッフは、必要な訓練を受け、NPO 経営者・社会

起業家支援における業務経験を豊富に有する。「集合研修で学んだ内容を現場にどう反映さ

せるか？」「数多くの課題のうち、最も重要なものは何か？」など、起業家だけでは客観的

に考え、判断することが困難な問いに対し、コーディネーターが粘り強く一緒に向き合う

ことにより、起業家の学びと成長を促進させる。 

 また、今回の研修においては、コーディネーター個人の力量や経験のみに依存すること

なく、より多角的な観点を取り入れ、伴走支援をよりきめ細かいものにする為に、1団体に

つき 2人の ETIC. コーディネーターと 1 人のベテランスタッフを配置し、伴走対象団体
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の課題や支援策について適宜検討しながら支援を実施した。 

 

全 3 回の集合研修と、コーディネーターによる伴走支援 

日程 内容 

2015 年 10 月下旬 事前ヒアリング / アセスメントシートの作成 

2015 年 11 月 28 日（土）

14 時 〜 11 月 29 日（日）

17 時 

第 1 回集合研修 事業計画をつくろう 

＜ゴール＞ 

事業/組織の現状や重点経営課題が整理され、ビジョンから落

としこまれた事業計画の素案ができている。 

 

2015 年 12 月上旬 コーディネーターとの面談 等 

2015 年 12 月 19 日（土）

14 時〜19時 

第 2 回集合研修 事業計画をブラッシュアップしよう 

＜ゴール＞ 

メンターや他の参加者からのフィードバックを受け、事業計画

が進化している。 

 

2016 年 1月下旬 コーディネーターとの面談 等 
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2016 年１月 30日（土） 

14 時〜19時 

第 3 回集合研修 実行課題を明らかにしよう 

＜ゴール＞ 

事業計画を実行に移していくための工夫やアクションが明確

になっている。 

 

 

起業家・経営者の内面へのアプローチを意識した研修デザイン 

 昨年度の調査を経て、「個人-集団」「内的-外的」の 2軸からなる 4象限のすべてに統合

的にアプローチすることの重要性を再確認した。 

 既存の研修では外的な側面(個人のスキル・能

力や組織設計)のみを取り扱うものが多いが、今

回の調査は昨年同様にこうした 4象限を統合的

に取り扱うことで、経営者や組織の本質的な進

化を促していった。具体的には、メンター・コ

ーディネーターの研修参加者への関わり方全般

につき、4象限全体を総合的に俯瞰しながらご

支援頂ける外部メンターの方々にご協力頂きつ

つ、コーディネーターに関しても、上記のポイ

ントを踏まえて伴走支援が可能な者を配置する

のはもちろんのこと、ベテランコーディネータ

ーを交えた複数人で適宜支援体制を検討しなが

ら伴走支援を実施した。 

 また、今回の研修の主なテーマは「事業計画」という外的側面が強いテーマであるもの

の、内的側面へのアプローチを行う為に、集合研修毎に「チェックイン」「チェックアウト」

という対話の時間を設けた。 
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1.5 講師・メンター・コーディネーター紹介 

 本調査においては、ETIC.コーディネーターのみならず、事業計画策定や財務、経営戦略、

組織戦略等、「成長・拡大期への移行」を達成する為に、ベンチャー経営支援、財務会計、

コンサルティングの分野で豊富な経験を持つ専門家講師の方々に、講師・メンターとして

ご協力を頂いた。 

 

＜専門家講師・メンター紹介＞ 

杉浦 元氏 

（株式会社コンコードエグゼクティブグループ 取締役 COO） 

1970 年生。千葉県出身。早稲田大学理工学部在学中より起業し、

携帯電話の販売やセミナー運営を行う。同大学卒業後、数多くのベ

ンチャー企業の取締役を兼務し、経営企画、資本政策、マーケティ

ングなど、ベンチャー企業の成長支援を行い、複数企業の設立から

上場、エグジットに携わる。2008 年にコンコードエグゼクティブグ

ループの設立に参画し、取締役 COO 就任。コンコードアライアンスの事業を統括し企業間

の提携や M&A の仲介業務を行うほか、自身の経験を生かしてベンチャー企業の採用支援と、

ベンチャーを目指す相談者の方を中心にキャリアコンサルティング業務を行なっている。 

 

樋口 哲朗氏（樋口公認会計士事務所 代表） 

 大手監査法人で約 20年間勤務。外資系企業や日本の金融機関の監

査・アドバイザリー業務を行う。その間、ロンドン出向を経てパー

トナーとなる。その後、企業会計基準委員会で専門研究員として務

め、その後、完全独立。現在、上場会社や IPO 準備会社の会社社外

役員、ベンチャー企業やスタートアップ企業のアドバイザー、さら

に、NPO や社会福祉法人の監事も務める。早稲田大学会計大学院で

は講師として国際会計実務を担当する。 

 

三谷 宏治氏 

（K.I.T.虎ノ門大学院 ビジネスアーキテクト専攻 主任教授／グ

ロービス経営大学院 客員教授／早稲田大学ビジネススクール 客

員教授） 

1964 年大阪生れ、福井で育つ。永平寺町立吉野小学校、松岡中学

校、藤島高校、駿台予備校を経て東京大学理科Ⅰ類へ。同 理学部物

理学科卒業後、ボストン コンサルティング グループ（BCG）、アク

センチュアで 19 年半、経営コンサルタントとして働く。92年 INSEAD MBA 修了。2003 年か

ら 06年 アクセンチュア 戦略グループ統括 エグゼクティブ･パートナー。2006 年からは特
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に子どもたちを対象にした教育活動に専念。現在は大学教授、著述家、講義･講演者として

全国をとびまわる。妻、3人娘と東京･世田谷区在住。K.I.T.虎ノ門大学院 主任教授、早稲

田大学ビジネススクール 客員教授、グロービス経営大学院 客員教授。放課後 NPO アフタ

ースクール理事、NPO 法人 3keys 理事。永平寺ふるさと大使。 

 

 

壁谷 俊則氏 

（ランスタッド株式会社  転職支援推進部コンサルタント） 

1995 年～2002 年、大学在学中に ETIC.に参画。関西事務局の立ち上げ

を行い、アントレプレナーシップ啓蒙事業、インターンシップ事業に

関わる。 

その後、独立系ベンチャーキャピタルで投資業務、経営企画業務を経

たのち、現在は人材紹介・ヘッドハンティングの世界で活躍中。 

 

 

小淵 康博氏（西武信用金庫 業務推進企画部 街づくり支援担当） 

2002 年 4月、西武信用金庫入庫、三ツ原支店配属。法人向け営業を担

当。その後立川南口支店、荻窪支店を経て2010年 10月 NPO法人ETIC.

へ出向。ソーシャルビジネスの起業支援に従事。 

2012 年 4月より事業支援部（現、業務推進企画部）に配属となり、街

づくり支援担当として商店街支援、自治体関連支援のほか、ソーシャルビジネス分野（西

武ソーシャルビジネス成長応援融資「CHANGE」、街づくり活動助成金等）や創業支援等を担

当し、現在に至る。 

 

宮城 治男（NPO 法人 ETIC. 代表理事） 

早稲田大学在学中の 1993 年、学生起業家支援の全国ネットワーク組

織としてNPO法人ETIC.創設。以来、若い世代が自ら社会に働きかけ、

仕事を生み出していく起業家型リーダーの育成に取り組み、これまで

約 400 名の起業家を輩出。1996 年より中小・ベンチャー企業や NPO

に学生が参画する長期実践型インターンシッププログラムを事業化。

2001 年 ETIC.ソーシャルベンチャーセンターを設立し、社会起業家育成のための支援をス

タート。以降日本初のソーシャルベンチャーのビジネスプランコンテスト STYLE、NEC 社会

起業塾等を手がける。04年からは地域における人材育成支援のチャレンジ・コミュニティ・

プロジェクトを開始。現在全国 30 地域で展開中。2011 年からは震災復興支援にも注力し、

50 のプロジェクトにリーダーを送り込み、コミュニティ再生、産業復興等の支援に取組む。 
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＜コーディネーター紹介＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加勢 雅善 / ETIC. エコシステム・ディベロップメント マネージャー 

大学在学中よりスポーツマネジメントなど研究。03 年スポーツ系 NPO 事業化に参

画。経営、人事戦略を担当。05 年に NPO 法人 ETIC.に参画。社会起業塾のコーデ

ィネーター、ソーシャルベンチャー・スタートアップマーケットのプロジェクト

を手掛ける。パナソニックサポートファンドにて NPO 組織基盤強化のテクニカル

アドバイザーなども務める。東京都ひきこもり等の若者支援プログラム支援事業

選定・評価委員（2011～現在） 

番野 智行 / ETIC. ソーシャルイノベーション事業部 プログラムマネージャー 

株式会社番野企画事務所 代表取締役 

1977 年京都府生まれ。東京大学法学部卒業。2000 年より NPO 法人 ETIC.にて社会

起業家育成プログラムの立ち上げに取り組む。2005 年に（株）エイコンに転職、

取締役として企業や政府、教育機関等へのコンサルティング業務および同社の経

営全般に従事。2010 年に独立、現在のテーマは「人材・組織開発を通した事業開

発」。米国 CTI 認定プロフェッショナル・コーアクティブコーチ（CPCC）。 

猿渡 由実子 / ETIC. ソーシャルイノベーション事業部 

早稲田大学教育学部社会教育学科卒業。卒業後、制作事務所でインターンを経た

後に、情報誌・映画・ゲーム・検索系のメディア・IT会社を転々としながらオ

ンライン内のコミュニティやイベントの企画・制作、デジタルアイテムの販売企

画などを担当。フリーランスでは EC サイト運営やイベント企画・運営を経験。

2010 年 10 月より ETIC.に参画。主にスタートアップ起業家向けの場づくり担当。 

小泉 愛子 / ETIC. ソーシャルイノベーション事業部 

神奈川県茅ヶ崎市出身。日本大学経済学部卒。 

水泳に明け暮れた高校時代から一転、心持ちとエネルギー量で周辺を巻き込む出

来事に心を奪われ新しい仕組みで社会を動かす場に執着。08 年に新卒で人材ベン

チャー入社。新規事業立ち上げ、新卒採用に従事。産後、2015 年 6 月から ETIC.

に参画。 
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山崎 光彦 / ETIC. ソーシャルイノベーション事業部 

三重県出身。日系メーカーで経営管理業務に従事した後、英国マンチェスタービ

ジネススクールに留学。在学中に ETIC.でインターンシップを経験し、「自らの

意思で人生を切り拓いていく人を応援する」仕事はとても意義深く、尊いものだ

と感じる。このご縁をきっかけとして、2015 年 6月から ETIC.に参画。 

中村 瑞 / ETIC. ソーシャルイノベーション事業部  

英国バース大学政治・言語及び国際関係学部卒業後。日系リテール会社入社。入

社後、東北の農産部にて従事。10 年に ETIC.と内閣府のコラボレーションで生ま

れた社会起業家の課題解決を若手社会人リサーチャーが支援するリサーチ・プロ

ジェクトである、ソーシャル・アジェンダ・ラボにてインターンをしたご縁から、

13 年 12 月より ETIC.に参画。新規プロジェクト SUSANOO に関わる。 

山中 資久 / ETIC.  ソーシャルイノベーション事業部 

慶応義塾大学卒業後、人材系の広告代理店に就職。東日本大震災をきっかけに、

ETIC.に参画。東北の起業家のもとに有能な人材を送る「右腕派遣プログラム」

を担当。約 2年半で 100 名以上のリクルーティングを手掛ける。2014 年よりイ

ンキュベーション事業部に異動。社会起業塾をはじめ、スタートアップの起業

家支援を担当。 

本木 裕子 / ETIC. ソーシャルイノベーション事業部 

国際基督教大学卒業。卒業後、外資系の消費財メーカーで働いたのち、NPO 法人

かものはしプロジェクトに勤務。その後、広報/PR 企業や海外勤務を経て、ETIC.

に参画。ソーシャルイノベーション事業部の各種プログラムに携わる。 

川端 元維 / ETIC.  innovate with 代表 

1986 年 大阪生まれ。京都にて社会学を学んだ後、カナダにて社会起業家武者修

行。帰国後、日系国際メーカーでの法人営業、全寮制学校でのキャリア教育を

経験した後、大手教育機関にて、オルタナティブ教育を活用した教育事業企画

に従事。現在は、「未来づくりの挑戦者とともに歩み、ともに斬り拓く」をミ

ッションに、未来をつくる組織・個人を対象とした伴走支援や学びのデザイン、

協働促進を行っている。 
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＜本研修における他団体との協働・連携＞ 

本件の連携・協働先として、K.I.T.虎ノ門大学院（金沢工業大学大学院）と連携を行い、

研修コンテンツを提供いただいたほか、全 3回の集合研修において、無償での会場提供に

ご協力頂いた。 
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2. 参加団体について 

2.1 参加団体概要 

 

 一般公募や本研修の対象と考えられる団体への個別案内及び、前述の参加基準に基づく

選考の結果、本調査事業の趣旨と親和性の高い下記の 5団体・10 名の参加者が決定した。

より精度の高い伴走型支援を実施する為、また、研修で得られた学びを団体の経営・事業

運営に迅速に反映する観点から、代表並びにもう 1名の経営層の参加を求めた。 

 

団体名 氏名 役職 
担当 

コーディネーター 

NPO 法人

e-Education 

三輪開人 理事長 

川端、山崎 

薄井大地 事務局長 兼 国内事業統括 

株式会社 

空から蝶 

道端慶太郎 代表取締役 

中村、本木 
ゲレルサイハン・

アリュナー 
グローバル担当 

ちぇぶら 

永田京子 代表理事 

小泉、山中 

小宮山智美 事務局 

NPO 法人 

ファザーリング・ 

ジャパン関西 

篠田厚志 理事長 

小泉、山中 

島津聖 理事 

NPO 法人 ReBit 

藥師実芳 代表理事 

中村、本木 

松永ゆか 事務局長 

 

・NPO 法人 e-Education 

 NPO 法人 e-Education は、途上国で教育支援を行う NGO。 

「世界の果てまで、最高の授業を届ける」ことをミッションに、途上国の貧しい子どもた

ちに、有名な先生たちの授業を DVD にして届けてきた。2010 年に活動を開始し、現在まで

に世界 10カ国でプロジェクトを展開。 
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・株式会社空から蝶 

 「蝶で人と自然の調和した世界をつくる」（蝶を用いて人と自然の距離を縮めながら植物

を育て生物多様性を回復させる）をミッションに、環境教育、地域の植物を用いたバタフ

ライガーデン（蝶を呼ぶ庭）の施工、地域の有用な植物からなる生物多様性の庭づくり、「蝶

の旅 エコツアー」等を行っている。 

 

・NPO 法人ファザーリング・ジャパン関西 

 「笑ろてるパパがええやん！」を合言葉に、子育てセミナーや組織研修の「講演・講座・

イベント運営事業」、 自治体の子育て支援事業の「企画・契約運営事業」などを開催。笑

っているパパを増やし、子育てに優しい、楽しい社会づくりに取り組んでいる。 

 

・ちぇぶら 

 「ちぇぶら」は更年期を前向きに捉えた言葉「Change of life」から付けた。更年期か

らの心と体 のヘルスケアを提供し、更年期を迎える女性の健康で豊かな人生をサポート

する。更年期は誰もが 迎える“期間”のことを言う。4人に１人の女性が更年期障害にな

るが、ヘルスリテラシーを身につける機会がないことで Quality Of Life を低下させてい

る問題の解決に挑む。ちぇぶらは「人生のどんなステージでも 心も体も健康に自己実現

に誰もが挑戦できる社会」を目指す。 

 

・NPO 法人 ReBit 

 LGBT（同性愛者や性同一性障害者などの性的マイノリティ）は、約 13人に 1人。しかし

正しい知識/周りの理解の不足などから、LGBT の約 3人に 2人が一度は自殺を考えるという

深刻な事態を招いており、特に希死念虜が高まる時期は第二次性徴期と言われている。

ReBitはLGBTの子どももありのままで大人になれる社会を目指し、教育現場への出張授業、

LGBT 成人式などのイベント 運営、LGBT の就職活動支援などを行っている。 

 

2.2 事前アセスメントまとめ 

 今回の研修を実施するにあたって、参加団体が決定した時点で、全ての団体に対しての

事前課題として、「事前アセスメントシート」の提出を課した。この事前アセスメントの目

的は、「組織・事業の現状の評価」と「今後 1年間の取り組み方針、優先度」について 4段

階で自己評価し、各団体の経営状態に対する自己認識をコーディネーターに共有すること

で、第 1回集合研修のアジェンダ設定に活用することである。（回答方式は、選択式・記述

式の両方。） 
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＜事前アセスメント質問事項＞ 

1. 社会を変える計画 

1-a 社会課題の構造や受益者のニーズの理解 

1-b ミッション・ビジョンの定義と、事業との一貫性 

1-c 中長期的な事業戦略・計画・目標の立案 

2. 事業モデル/オペレーション 

2-a 事業モデルの定義と、商品/サービスの開発 

2-b オペレーションの精度 

2-c マーケティングと顧客開発 

3. 収支計画/資金調達 

3-a 収支計画の立案 

3-b 資金調達 

4. 組織 

4-a 経営層のリーダーシップ/マネジメントスキル 

4-b 最適な事業実施体制の構築 

4-c スタッフの採用・育成・定着 

4-d 理事会/取締役会の活用 

5. 協働・連携 

5-a 他のプレイヤーとの協働 

5-b ステークホルダーへの情報発信 

 

 事前アセスメントシートの回答結果については、下記に組織・事業の「現状の評価」と

「今後 1年間の取り組み方針、優先度」別に、2つのレーダーチャートにまとめた通りであ

る。 
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2.3 各団体の課題概要 

 事前アセスメントシートの各項目に対して、各団体が自由記述を行った結果は下記の通

りである。尚、特定の団体・個人が特定されることのないよう、一部修正を行っている。 

 

① 社会を変える計画 

▷ 社会課題の構造や受益者のニーズの理解 

 課題の本質や構造、受益者のニーズや取り巻く状況を、調査（アンケート、ヒアリン

グ等）や分析を通して把握し、事業戦略・計画を策定するということはできている。

KPI の設定ができていない。今後は、事業を通じた受益者の変化をアンケートで把握

すること、KPI を詳細に設計することが急務だと思っている。 

 

 2014 年に、事業の当事者、受益者となる属性の人々1,014 名にアンケートを実施。そ

こから見えてきた結果を元に、3 つの柱を立ててプログラムを開発・普及してきた。

今後は、当事者を取り巻く周囲の人の声を聞きながら、周囲の人ができるサポートの

あり方を作り出していきたい。 

 

 事業当事者、受益者のニーズは把握できていると考える。他社の取り組みも随時ウォ

ッチしている。しかし、自団体の事業が当事者以外のニーズにどこまで合っているか

どうかは不明。事業戦略、計画の部分がまだ弱いため、早急に来年度の事業規模と組

織の体制を考える必要があると感じている。物理的な「プラン」に固執する必要はな

いが、現在の組織の体制を鑑み、事業規模を見直し、スタッフの育成や、組織の継続

性を念頭に考える必要性があると思っている。しかし、その期間のマネタイズに不安

を覚えている。 

 

▷ ミッション・ビジョンの定義と、事業との一貫性 

 自団体のターゲット設定とビジョンメイキングは定義済み。しかしながら、組織全体

への落とし込みと腹落ちまでは辿り着いていない。ミッション、ビジョンの実現に向

けた、具体的な行動指針まで到達する必要があると考えている。 

 

 ミッションは明確。少なくとも東京では他団体があまり実施していない、当事者支援&

支援者支援に特化している。しかし、事業に関して、ミッションで掲げる当事者に対

し、どこまでフォーカスできているか、彼らへの接し方などを学んでいるか、安全を

考慮しているか等は不明。 

 

 ミッション・ビジョン・事業との一貫性はできているが、ミッション・ビジョンは組

織に浸透しておらず、スタッフの意思決定や行動の指針にもなっていない。今後は、



24 

 

スタッフに浸透するような施策を実施し、浸透度の評価や確認も行っていく。 

 

▷ 中長期的な事業戦略・計画・目標の立案 

 大きな方向性はあるが、中長期的な戦略や計画はない。単年度毎の計画に留まってい

る。大きな事業戦略、計画をもとにして、中長期的な事業戦略が必要。 

 

 ミッション、ビジョンの実現に必要な数値的目標の設定ができていないため、全ての

計画立案ができていない。そのため、中期的な目標設定も行えていない。まずはゴー

ルの設定を明確にしたい。 

 

 事業戦略・計画が現在の人員体制に合っていない。また、理事内にのみ共有しており、

団体全体へ方向性を共有できていない。大きな事業戦略、計画を策定して、そのうえ

で、中長期的な事業戦略、計画と具体的行動を決めていきたい。 

 

 

 

② 事業モデル／オペレーション 

▷ 事業モデルの定義と、商品／サービスの開発 

 マネタイズの主力となる事業モデルやコンテンツが未だない。 

 

 求められたサービスの実現はできているが、自団体からの仕掛けまで実施できていな

い状況。ミッションに基づいた事業モデルの策定が必要だと考えている。具体的に実

施するサービスを明確にしたい。 

 

 事業の当事者とって必要なサービスは提供できている。一方で、自団体のミッション

をより勢いをもって波及させていくために、当事者の周囲の人たち（会社の人事・家

族など）に向けた啓蒙の意味もあるサービス開発が必要だと感じている。当事者だけ

でなく、その家族や、現在、つながりを持たせていただいている企業にアンケート協

力してもらい、必要なサービスを研究・開発する。 

 

▷ オペレーションの精度 

 必要なノウハウのマニュアル化ができておらず、特定の人しか動けていない現状があ

る。データベースなどの IT 技術は全く活用できていない。顧客アンケートは毎回実施

し評価、振り返りはできている。業務・サービスのマニュアル化、所属者がきちんと

活動でき、また常に関わり続けていない人でも業務ができる土台をつくる必要がある。 
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 品質の維持について、経験に頼りながら実施しているのが現状。顧客アンケートはと

っているものの、改善の仕組み化まではできていない。マニュアルの言語化ができて

おらず個々の経験や想いに頼っているところなので、自団体に帰属したマニュアル作

成を行いたい。 

 

 事業によってばらつきが生じている。仕組みがないため、スタッフの資質や熱量に依

存している。事業評価やアンケート等によって改善する仕組みがある事業とない事業

があるため、仕組み化できるものとできないものを識別・優先順位付けして、仕組化

できるものを進めようと思っている。 

 

▷ マーケティングと顧客開発 

 具体的な顧客イメージまで到達できていない。具体的な顧客イメージづくり、ペルソ

ナの設定が必要。 

 

 事業によってばらつきがある。事業担当者に依存している。より洗練された事業を行

えるような体制や仕組みづくりを行う必要がある。 

 

 現在、事業のコアとなっている講座は半年で約 100 回実施。出張講座が主で、開催先

は口コミが 9 割、インターネット経由１割。営業はほぼしていない。狙いたい開催先

での実施は少ない状態。価格設定がバラバラなので、統一する必要がある。今後は、

当事者の活躍推進施策として企業に出向いての出張講座実施に向けて、営業にチャレ

ンジしていく予定。 

 

 確実に当事者自身と、当事者を支援する人々のもとへ当事者に関する知識を広げたり、

理解を深めたりすることができている。営業をしなくても依頼が来る状況になってい

るため、マーケティング等に着手する優先順位は低いと考える。 

 

 

 

③ 収支計画／資金調達 

▷ 収支計画の立案 

 収支計画の見直しはほとんど行われていない。計画の根拠も弱め。組織の KPI として

意識共有もできていない。計画があるのに越したことはないが、収入の入り具合が安

定しないため、事前に詳細な収支計画を FIX させる必要はないが、随時見直しをして

いく必要があると考えている。 
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 単年度の収支計画は策定している。長期的な計画や目標には至っていない。長期的な

財務状況を把握できるよう、綿密な収支計画を設定したい。 

 

 各事業の予算を積み上げ、毎年作成しているが、事業戦略・計画、組織のニーズがあ

いまいであるため、そのような戦略、計画を反映した収支計画を作成できているとは

言えない。戦略に基づいた予算の使い方をする必要がある。 

 

▷ 資金調達 

 優先度が高い部分に関してはできている（大口寄付者、重要顧客、行政との関係づく

り）。賛助会員等、中長期的な観点からは不十分で安定的ではない。当事者の方を巻き

込み、シナリオ別に予算計画を策定し、予算確保に向けた施策の立案と実施を行おう

と考えている。 

 

 もっとも適切な資金調達限を明確化することに対応しきれていない。現段階では、リ

スクヘッジのため資金調達限の分散を実施しているのみ。長期的には、寄付金や会費

収入を伸ばしていきたいと考えているが、当面は事業収益の安定確保が優先。 

 

助成金、企業への研修など活動費を得る工夫はできているが、それらのほとんどは単年度

＆事業指定系の財源であるため、継続性に欠けている。事業基盤を整えるために使用でき

る資金を得る工夫が急務。また、お金を稼げるビジネスモデルが確立できていないことも

課題。助成金だけに頼らない活動費の確保方法を模索していく。個人寄付をしてくれそう

な候補者を見極めていく。事業のマネタイズは急務。 

 

 

 

④ 組織 

▷ 経営層のリーダーシップ／マネジメントスキル 

 代表がミッション・ビジョンの発信力、プレゼン力、組織・事業の意思決定力を持っ

ている。団体内の行動規範が明確でなく、意思決定がトップ任せになっている（権限

移譲ができていない）。しかしながら現状、代表、新任事務局長ともに組織マネジメン

トに割く時間的余裕がない。まずは新任事務局長の団体理解を深めていく。 

 

 人材マネジメントが弱い。スタッフは友達感覚でやっている部分がある。誰に何をど

の程度任せるか、あるべき組織構造、事業の進捗管理等マネジメント全般が不十分で

ある。組織のマネジメントスキルを高める必要がある。 

 



27 

 

 業務に関しては、ほぼ代表１人が担っている状態。ボランティアに手をあげてくださ

る方はいるがうまく巻き込めていない。団体業務、現場での業務などを、ボランティ

アやスタッフに徐々に委ね、代表は外部の人の巻き込み、企業への営業や啓発など、

事業拡大のために動けるように、組織の基盤を整える必要がある。 

 

▷ 最適な事業実施体制の構築 

 外部の協力者は多い。ただし協力者の本業との兼ね合い上、必ずしも安定したもので

はない。ボランティア・プロボノがほとんどを占める組織であるため、既存ボランテ

ィアのマネジメントと新規ボランティア育成プロセスの体系化、それぞれのボランテ

ィアの仕事の切り分けが急務。 

 

 団体内で活動割合の高い学生スタッフの満足度、コミットメントを高めていく必要が

あるため、そこに関わりそうなスキルアップの機会などは設けたい。 

 

 事業のコアである、講座の開催に関する業務は、ほぼボランティアでまわっている。

団体業務に関して関わりたいというボランティアメンバーはいるが、こちらが具体的

指示をだせずに活用できていない。業務フローのマニュアル化が必要。個々の力を発

揮できるような場、プロジェクトを提供したい。 

 

▷ スタッフの採用・育成・定着 

 スタッフ、ボランティア、プロボノ採用の決まったルート、育成制度、評価方法など

は特にない。ボランティアの採用、育成のプロセスを整え、ならびに彼らの満足度、

コミットメントを高めていく必要があるため、どのようなスケジュール/体制で進めて

いくかを決める必要がある。 

 

 人事・評価制度はなく、育成計画もない。特に、長期的にコミットするマネジメント

層の採用・育成が不十分である。コアのスタッフは辞めていないが、現場に関わらな

いスタッフは、時間の流れとともに離れていっている。人的資源管理の制度や施策の

実施、特に、マネージャーの要件を定めるとともに、育成を行うことは急務。 

 

 人事のスタッフはおらず、現場スタッフが業務を兼ねて行っている。団体業務につい

ては現在、代表が行っている。現在 1 名スタッフの採用を検討中。今後はよりスタッ

フを起用する。加えて、活動に定着してもらえるよう、業務をマニュアル化する必要

がある。 
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▷ 理事会／取締役会の活用 

 理事＝内部のメンバーであるため、定期的に外の知見が入ってきたり協力を求めたり

しやすい状況ではない。外部の知見が必要な際は都度ミーティングなどを実施するが、

それらの知見の蓄積はできていない。構造的により良い方法はあると思われるが団体

として重要課題ではないため、今のところ着手するつもりはない。 

 

 理事会には、経営に必要な人材を登用し、定期的な理事会運営のもと、マネジメント

が発揮されている。まずは、団体としての軸をしっかり立てて、そのうえで必要な人

材登用を目指すことが必要だと考えるため、今のところ着手するつもりはない。 

 

 定期的な理事会を月例で開催している。理事は、実際に動いている現場のスタッフメ

ンバーで固めている。今後は、アドバイザーとして医師、助産師、理学療法士、経営

者などに、外部から入ってもらうことを検討している。今のところこちらへの着手の

優先順位は低い。 

 

 

 

⑤ 協働・連携 

▷ 他のプレイヤーとの協働 

 現在、お声かけをいただき連携するということしかできていない。人員を割いて営業

をすることが理想的であり、そのためにもボランティアの人材育成が必要。 

 

 自団体のリソースを必要とする団体との協力体制は、これまでから構築しており、す

でに課題解決に向けた取り組みを行っている。今後も引き続き、NPO 団体の会合等へ

の参加などを通じて、横の連携を強めていく。 

 

 実施できている。が、効果的な役割分担はできていない。協働したり、役割分担をし

たりできるための関係性を育めるようにしていきたい。 

 

▷ ステークホルダーへの情報発信 

 理念や事業内容は公表している。活動報告や収支報告など、個別でのステークホルダ

ーに対する情報発信は行っていないため、２〜３か月に一度発行するメールレターの

仕組みなどを活用する。寄付、講座を企画くださる方、ボランティアに、会報もしく

はイベントに招待するなど、謝意を示していく。 
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 効果的な活用という意味ではできていないが、HP・SNS は実施中。広く支援者、当事

者などに向けたアニュアルレポートのようなものはなく、作成しているのは助成金の

活動報告書のみ。今後無指定寄付が入るように状況を変えていくため、寄付者が 1 人

でも発生したら必須で作成する必要がある。 

 ホームページや SNS による発信は定期的に行っており、また、ステークホルダーへの

情報発信も行うようにしている。11 月中にホームページをリニューアルする予定なの

で、情報の集約をしっかり行うために、まずはホームページの強化に努める。 
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3．調査の結果 

3.1 経営戦略領域における伴走型支援の要諦 

  

 経営戦略領域における伴走型支援を下記の 2 つに大別した時、本質的な課題解決に資す

る支援は、総合型支援であると考えられる。 

 

＜御用聞き型＞ 

・経営者の挙げた課題の解決 

・即効性はあるが表面的解決にとどまることが多い 

＜総合支援型＞ 

・課題の構造的整理、全体把握 

・本質的・持続的解決になりうる 

 

 何故なら、起業家が自己認識している課題や、必要だと考えているリソースは、あくま

でも単一的な視点によるものに過ぎず、全体性やシステムを客観的に捉えた上でのニーズ

ではない場合が往々にしてある為である。起業家や事業者が顕在的に抱える課題に対して

サービスや知見をすぐさま提供する「御用聞き」型の研修や支援では、特に社会事業の場

合においては、本質的な課題解決につながらない可能性が極めて高いのである。伴走者に

よる客観的な全体性・潜在的な課題の把握や、時系列の観点も踏まえて、「いつ・何を/誰

を・どのように」起業家や事業者につなぐかということが、「エコシステム・総合型」を実

施する上で非常に重要になるのである。 

 

 経営戦略領域における伴走型支援で重要なことは、経営者自身が認識している顕在的課

題の解決に飛びついて介入するのではなく、まず状況や課題を客観的・総合的に把握した

うえで、介入策を検討・実行することである。 

 

 ＜視点の例（詳細は後述）＞ 

 短期的視点／長期的視点 

 事業視点／組織視点／人視点 

 外部環境／内部環境 

 社会ニーズ／個人の思い・志 

 経営者育成視点／事業インキュベーション視点 など 
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 実際に、本調査においては、事前アセスメントシートを用いた総合診断を基点として、

各団体に対してエコシステム・総合型伴走支援を実施した。その結果として、主に下記の

変化が確認された。 

 本来の団体のミッションに対する問いと、2〜3 歩先のステージを見据えるための問い

により、経営者が、事業の選択と集中を決断した。 

 現場リーダーを兼務していた経営者が、より社会にインパクトを与える為に、現場を他

スタッフに任せ、企業向けの営業にリソースを投入させ始めた。 

 事業計画作成・フィードバックのループを繰り返すことにより、計画の数値化・サービ

スについての更なる言語化が進行し、新規事業を拡大させる必要性が明らかになった。 

 団体の想い・ミッションを基点に、改めて目指したい社会を実現する為に、事業のマネ

ジメント強化・最適化が必要だという認識が生まれた。 

 団体が目指したい社会を再度言語化することにより、委託事業中心のポートフォリオか

ら転じて、自主事業の開発を開始した。 

 

 これらの変化自体は、いずれのものも、事業収入や受益者への接点確保等、経営指標の

直接的な向上ではない。これらの変化は全て、研修参加者である経営者とスタッフの意識

と行動の変容であり、前述の適応のサイクルを回していく上で必要なものである。これら

の変化が生まれる過程においては、経営者自身が認識している顕在的課題の解決に対して、

支援者が直接的に介入するのではなく、まず状況や課題を客観的・総合的に把握すること

が必要である。その上で、「人」「事業」「社会」という 3つの要素をバランスよく視野に入

れて思考・行動する為の支援が必要であり、エコシステム・集合型伴走支援においては、

コーディネーターがその役割を担う。 

 例えば、本調査においても、集合研修開始前のアセスメントシートやヒアリングにおい

て、「組織面では大学生インターンの採用が課題である」と挙げていた団体も、事前アセス

メントシートと事業計画書をベースに、起業家の想い・原点や、目指す社会像を中心に問

いを投げかけ、組織・人事の専門性を持つメンターを巻き込みながら伴走支援をしていっ

た結果、本質的な課題は、目指す社会を実現する為に「いつまでに何をどれだけ達成する

のか」、「その目標を達成する為にどういった組織体制が必要か」ということが明らかにな

っていないということだという気づきが、起業家自身から生まれた。 

 これはあくまでも一例に過ぎないが、この例の場合、コーディネーターが「大学生イン

ターンの採用」という課題に直接的に取り組んでいては、「社会を変える為の事業計画から

逆算した組織・人員計画が存在していない」という本質的な課題を発見し、組織・事業を

成長させる気づきに昇華させる可能性は相対的に低かったと考えられる。このように、エ

コシステム・総合型のみならず、伴走支援においては、起業家が自認する「点」の課題解

決を支援するのではなく、「全体性・システム」を認識し、本質的な課題解決を、実行も含
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めて支援することが必要なのである。 

 

※上記は、専門型の伴走支援の効用を否定するものではなく、経営戦略領域において効果

的な伴走支援を実施する上での要諦について示したものである。例えば法務、財務、IT と

いった高い専門性が求められる支援は、ニーズとして顕在化しやすく、かつ、事業立ち上

げや緊急時等の状況においては、非常に即効性が高いことからも、専門型の支援の効用は

確かなものである。 
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3.2 伴走支援の役割① 適応のサイクルを回す 

  NPO・社会事業が挑む社会課題の持つ「複雑性」についても伴走者は理解しておく必要

がある。例えば、ホームレス問題の解決を参考に挙げると、ホームレス問題が発生する原

因は、「家賃を払う経済力がない」「職に就くことが出来ない」「ホームレスになったことで

社会的に孤立してしまい、必要な支援を受けられない」等、多岐にわたる。その問題を解

決する為には、「マイクロファイナンスを実施する」「職業紹介・訓練を行う」「ホームレス

向けのコミュニティ支援を行う」等の対応策が考えられるが、それぞれの原因が複雑に絡

み合っており、単一の対応策を打つだけでは根本的原因・真因が解決されるとは限らない。

加えて、上記の施策を実施するには、金融機関や企業、行政・自治体等多様なセクターと

の連携が必要になる。 

 この例で示したように、社会課題が発生している原因と結果は、単線ではなく複線で入

り交じり、異なるセクターやステークホルダーの価値観や利害関係を調整する必要が生じ

る場合が往々にしてある。そして、何より、社会課題を解決して、未だ経験したことのな

い未来を創造するという事業においては、創り出そうとする未来自体が予測不能であり、

未知のものになる。 

 こうした「複雑性」が存在する状況の中では、事業を開始する前に完全な計画を立てる

ことは至難の技であり、単一の経営技術や課題といった事象だけを見て課題を解決するこ

とも不可能である。従って、社会事業の支援に際しては、伴走支援者が、上記の「複雑性」

を前提に、先述した適応のサイクルを回すことを支援していくことに大きな価値がある。 

再掲： 
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 今回の調査対象団体のケースで多かったのは、「事業を立ち上げ、動かす」というアクシ

ョンを重点的に重ねている団体である。従って、実際の伴走支援においては、視野を広げ

て事業・活動の評価、外部環境を調査・整理して計画を修正することを中心に支援を行っ

た。 

 また、このサイクルを回すことは、組織開発・組織学習にも大きな効果がある。 
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3.3 伴走支援の役割② 経営者の成長を促進する 

 もう一つ、経営者の伴走支援を行う際に重要な視点として、事業の成長支援だけでなく、

経営層（人）の成長支援に焦点を当てることが挙げられる。 

 短期的な課題解決・コンサルティングにおいては、事業課題・経営課題に直接的介入が

重要であることが多い。しかし、前述の「複雑性」や、社会課題解決に要する時間を勘案

すると、特定の事業課題・経営課題への直接介入だけでは、社会課題解決への影響は限定

的なものとなる。そこで、伴走支援者に求められる姿勢・行動としては、下図のように、

経営層の成長にコミットすることを基本としながら、支援している組織・事業や、その先

にある社会のシステム、事業が社会にもたらすインパクトを客観的・全体的に把握するこ

とが重要なのである。「経営層の成長へのコミット」と「組織・事業・社会システム＆イン

パクトの客観的・全体的観察」は、いわば車の両輪であり、観察から生まれた知見や気づ

きが経営層の成長へのコミットの質を高めていくのである。 
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3.4 効果的な伴走支援を行うために有効な視点 

 ここまで述べてきたように、伴走者は経営者の御用聞きになるのではなく、その背景に

ある事象や課題について、全体的・構造的に把握した上で支援を行うことが重要である。

以下、その際に有効な視点について記述する。 

 

＜社会課題を見る視点＞ 

 共助社会の実現に向けて、NPO や社会事業に本来的に期待される役割は、現在の課題を応

急処置的に解決することにとどまらず、課題が発生する社会的な構造そのものを変革する

ことである。別の見方をすると、団体や事業が規模を拡大することを目的にするのではな

く、社会課題が解消されていくことを目的に、団体や事業を最適化することが重要である。

その観点から伴走者は、以下の 3 点について学び、理解を深め続ける姿勢と能力を有し、

NPO・社会企業の経営者に向けて適切な問いを投げかけることが重要である。 

 

 当事者のニーズの徹底した理解 

 課題が発生する社会的な構造の理解 

 課題に対する過去～現在の取り組みの理解  

 

＜事業や組織、経営層の進化を促す視点＞ 

 「3.3 伴走支援の役割② 経営者の成長を促進する」にも記載した通り、伴走支援を行

う際には事業だけでなく、それを担う経営層や組織にも焦点を当てることが必要である。

限定的な時間の関与しかできない伴走支援の場合は、担い手自身の進化を促すことで、事

業の進化、そして社会の進化を促していくことが最も効率的・効果的である。その観点か

ら伴走者は以下の点について、客観的に状況を把握しつつ、適切な支援について適宜検討

して実行をすることが重要である。 

 

 適応のサイクルは適切に回っているか。いないとして何が課題でどんな支援が必要

か。 

（例： 行動を促すべきか、傾聴により振り返り・内省を促すべきか、計画に対して

助言を提供するべきか） 

 目先の事業課題・経営課題に応急的に介入するべきか（例：短期的な資金調達の必

要性）。経営層や組織が課題に気付き、自分たちの手で取り組むことを中長期的に支

援すべきか。 

 「個人-集団」「内的-外的」の2軸からなる4象限のどの領域にアプローチすべきか。 
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＜「人」「事業」「社会」のつながり・一貫性の視点＞ 

 創業期から成長～拡大期の社会事業の支援において特に重要なのがこの視点である。  

 

 人： 起業家やスタッフの原体験や思い、課題意識 

 事業： ビジネスモデルやソリューション、組織 

 社会： 社会課題やその背後にある社会システム 

 

 NPO・社会企業の創業期においては、起業家個人の原体験や思い、課題意識から、社会課

題を解決する事業が生み出される。また、途中で参画するメンバーも、食べるための仕事

としてではなく、様々な思いをもって参画することが多い。そうした背景から、「人」「事

業」「社会」の一貫性は、NPO や社会事業を支援する観点において、非常に重要な視点であ

る。 

 起業家が自身の原体験や想いを信じすぎるが故に、事業・活動が社会の本当のニーズを

満たせないケース（自己満足）や、社会課題解決の為に自らをないがしろにし過ぎる故に、

事業・活動が持続的ではなくなってしまう（自己犠牲）ケースが散見される。こうした状

態になっていることに経営層やスタッフが自ら気付くことは難しい。 

 上記の状態を回避して、事業を通した社会インパクトを高め続けていく為には、これら 3

つの要素がつながり、一貫性を持っているかに耳を澄まし続け、時に問いかけを投げる伴

走者の役割が極めて重要である。 
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3.5 エコシステム型の伴走支援の可能性 

 最後に、本調査で実施した「エコシステム型の伴走支援」の特性について以下に整理す

る。 

＜エコシステム支援の伴走支援の特性＞ 

 多様なセクターにまたがる起業家・実務家・専門家等のメンターやアドバイザーと

有機的に連携出来るエコシステム（生態系）を活用して支援を行う。幅広い選択肢

が持てるだけでなく、その中から最適な選択肢をニュートラルに選択できることが

強みである（≠個人が所有している知見やリソースを活用して支援を行う「個人型」） 

 メンターやアドバイザーだけでなく、企業や行政をはじめとする連携・協働先など、

様々なネットワークと有機的につなげていくことで事業や組織の進化を促すことも

可能である。特に、社会課題への取り組みに様々なプレイヤーが関心を持ち始めて

いる今の日本においては、両者を適切にマッチングすることが、課題解決を大きく

加速させる可能性がある。 

 日本において、個人として総合力を備えた優秀な伴走者はまだまだ少ない。特に地

域においてはこうしたエコシステム型の伴走の仕組みを作ることで、個人の限界を

乗り越えることが可能になる。また、そうしたエコシステムにより創られる出番（伴

走の機会）を通して、伴走者が育っていく。 

 一方で、こうしたエコシステムの維持・拡大・活用には、相応の人材を配置する必

要がある。本章で記述してきた伴走者としての視点や能力を持つ人材は、その役割

と親和性が高い。 
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4. 研修の実施内容 

4.1 事前コーディネーター面談 

 プログラム受講者決定後、第 1 回集合研修において、より効果的な研修設計及び伴走支

援を実施するために、集合研修の事前に担当コーディネーターによる事前面談(1 時間程度)

を実施した。 

 

 事前コーディネーター面談の目的 

本プログラムの目的や内容のブリーフィング 

研修の事前に、事業や組織の現状、マネジメント能力の現状を把握する 

 

 事前コーディネーター面談のアジェンダ 

1. 事業や組織の現状・中長期で目指す姿・課題意識について 

（1）起業家自身の資質について 

（2）事業：社会インパクト 

（3）事業：商品／サービス 

（4）収支計画／資金調達 

（5）組織について 

*事前アセスメントシートと同一項目で実施することによって、定量・定性両面から現状

把握をすると同時に、コーディネーターによる面談を実施することにより、潜在的な課

題把握につなげることが狙いである。 

2. 今回の研修に参加することで、どのような変化を起こしたいか 

3. 今回の研修テーマについて、講師や参加者と話したい・聞きたいこと 

 

 各団体別 事前コーディネーター面談サマリー 

＜団体 A＞ 

1.事業や組織の現状・中長期で目指す姿・課題意識について 

（1）起業家自身の資質について 

・フルタイム職員増加に伴い、職員全員が団体のビジョン、ミッションを同じ言葉で語れ

るようにしていきたいと考えている。 

 

（2）事業：社会インパクト 

社会インパクトを出すために、「何をするか」よりも、「何をしないか」を定義し、中長期

計画に落とし込んでいる。 

 

（3）事業：商品／サービス 

・複数拠点で、事業パートナーとともに事業展開しており、団体 E の事業委託という形で
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運営している。 

 

（4）収支計画／資金調達 

・企業や行政からの業務委託がメインで、直近の資金繰りについては問題がない。 

・行政案件は 3〜5年で終了することが見えているので、同時並行でマンスリー会員の獲得

や収益性の高い自主事業など、中長期で収入源を多角化していく計画をつくりたい。 

 

（5）組織について 

・職員は 3名。学生インターンが 6名。また協力団体も含めると総勢 30名くらいの組織。 

 

2. 今回の研修に参加することで、どのような変化を起こしたいか 

・今回の研修での事業計画づくりにあたっては、（1）何を事業の柱（あるいは収益源）と

し、何をしないのか（2）資金をどうバランスよく獲得していくか（3）それらを維持する

組織体制をどうつくっていくか。この 3つに注力したい。 

・今回作成した事業計画は、協力団体のメンバーと共有していく。 

 

3. 今回の研修テーマについて、講師や参加者と話したい・聞きたいこと 

・事業計画ブラッシュアップ。 

 

 

＜団体 B＞ 

1.事業や組織の現状・中長期で目指す姿・課題意識について 

（1）起業家自身の資質について 

・前任者の業務を引き継ぐ形で、事務局長を経て代表に。 

・起業家本人は事務局長のポジションが向いていると自認しているが、この機会にリーダ

ーシップのあり方を変えたい。 

・自らが描く将来像を具体化する必要がある。 

・理事やステークホルダーへの情報共有・発信を更に実施し、協力者を増やすリーダーシ

ップを取りたい。 

 

（2）事業：社会インパクト 

・受益者の課題を解決し、自尊心を向上させる為に、周辺環境にアプローチをかける必要

があると考えている。 

 

（3）事業：商品／サービス 

・自主事業である講演・講座・イベント運営事業に加え、自治体からの受託事業の二本柱。 
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（4）収支計画／資金調達 

・全収益の大半が委託事業や助成金による収益である。毎回単年度で資金が打ち切られる

ため長期的な絵が描けていない。 

・収益基盤を安定化させるため、早急に事業計画を策定する必要があると考えている。 

 

（5）組織について 

・拠点以外の地域で、志を同じくする団体と連携、情報共有しながら事業運営している。 

 

2. 今回の研修に参加することで、どのような変化を起こしたいか 

・組織に関わるサポーターを増やす取り組みについては、代表がいなくても回っていく組

織にしたい。 

・自主事業収益の拡大。 

 

3. 今回の研修テーマについて、講師や参加者と話したい・聞きたいこと 

・提供価値の具体化、サービスや商品開発のアプローチ。 

 

 

＜団体 C＞ 

1.事業や組織の現状・中長期で目指す姿・課題意識について 

（1）起業家自身の資質について 

・外からのアドバイスを受け、周りを巻き込みながら取り組んでおり、実行することは得

意。 

 

（2）事業：社会インパクト 

・受益者の課題を解決するプログラムに成長しつつあるが、社会を変えるためのキーポイ

ントがどこにあるのか、まだ見つけられていない状態。 

 

（3）事業：商品／サービス 

・講座、研修をメインに実施。 

 

（4）収支計画／資金調達 

・自主開催の講座、研修が主な収益源であり、一部助成金収入あり。 

 

（5）組織について 

・コアメンバー3名体制。 

・企画や戦略に関しては、外部アドバイザーを登用。 
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2. 今回の研修に参加することで、どのような変化を起こしたいか 

・組織の土台を作っていきたい。 

・社会を変えるための戦略や計画を作っていきたい。 

 

3. 今回の研修テーマについて、講師や参加者と話したい・聞きたいこと 

・理事会の効果的な活用や、スタッフの育成、定着。 

 

 

＜団体 D＞ 

1.事業や組織の現状・中長期で目指す姿・課題意識について 

（1）起業家自身の資質について 

・一生懸命。若さで突き抜けてきた。 

・プレイヤーからマネージャーにいかに移行できるかが課題。 

・プレイヤー、また代表としては、ここ数年で目覚ましく成長したのだろうなと感じた。

これからの伸びしろはまだまだ大きい。 

 

（2）事業：社会インパクト 

・受益者に直接的にアプローチしている。間接的なアプローチも今後増やす予定であり、

社会インパクトは既に生み出しており、これから拡大していく予定。 

 

（3）事業：商品／サービス 

・教育事業、イベントを主力にしつつ、対企業向け事業展開の準備を行っている。 

 

（4）収支計画／資金調達 

・自主事業や助成金で事業を運営しているものの、助成金に依存している状況から脱した

いという意思がある。 

・収支計画を立案し切れていないという課題は理解しているが、日常業務に追われて精度

を上げられていない。 

 

（5）組織について 

・大学生のインターン採用の課題。 

・スタッフの成長プロセスが描けていない。 

・組織図が整っていなく、中間管理職がいない。理事と、その他スタッフとの間がいない。 

 

2. 今回の研修に参加することで、どのような変化を起こしたいか 
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・全体のお金の流れ、事業計画を作る。 

・組織として、組織図と共に、事業モデルとマッチングした人材育成のフローを作りたい。 

・事業計画としては、収入源の確保という観点で整理を行いたい。 

 

3. 今回の研修テーマについて、講師や参加者と話したい・聞きたいこと 

・人材育成、組織について相談できる講師に来て欲しい。中間管理職がいないことなど、

悩みは多岐に深くわたっていて、それらをまるっと相談し解決の方向性を見出したい。 

 

 

＜団体 E＞ 

 

1.事業や組織の現状・中長期で目指す姿・課題意識について 

（1）起業家自身の資質について 

・活動分野への強い情熱がある。 

・収支や事業計画の策定、管理等、ビジネススキルに関しては盤石ではない。 

 

（2）事業：社会インパクト 

・事業を通して社会インパクトを出す為の仮説検証を重ねている状態。 

 

（3）事業：商品／サービス 

・今春に会社を立ち上げたばかりであり、少しずつサービス提供を始めながらブラッシュ

アップしている状況。 

 

（4）収支計画／資金調達 

・今春に会社を立ち上げたばかりであり、手探りの状態。 

 

（5）組織について 

・外部のパートナーと協働の可能性を模索し始めた段階。 

2. 今回の研修に参加することで、どのような変化を起こしたいか 

・事業計画、収支計画を作りたい。 

・上記の前提として、事業拡大する上でビジネスに対して強くなりたい。 

 

3. 今回の研修テーマについて、講師や参加者と話したい・聞きたいこと 

・参加者の事業がまだわかっておらず、事前ヒアリングの時点ではイメージが湧かない。 
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4.2 第 1回集合研修 

4.2.1 第 1 回集合研修概要 

 

テーマ：事業計画をつくろう 

＜参加団体の状態目標＞ 

・ 事業/組織の現状や重点経営課題が整理されている 

・ ビジョンから落としこまれた事業計画の素案ができている 

 

■ 日程・会場 

2015 年 11 月 28 日（土）〜29日（日） 

・ 1 日目 14:00～19:00 

K.I.T. 虎ノ門大学院（東京都港区愛宕 1-3-4 愛宕東洋ビル 11 階） 

・ 1 日目 20:30～22:00、2日目 9:30～17:00 

「赤坂・溜池・虎ノ門・永田町」会議室 （東京都港区赤坂 1-3-3 T-FRONT ビル 3Ｆ） 

 

■ タイムライン 

1 日目（11月 28 日（土））                       【会場】 

14:00 ～

15:15 

オープニング&チェックイン K.I.T. 虎 ノ

門大学院 

15:10 〜

15:15 

休憩 

15:15 ～

17:15 

【講義】決める力の鍛え方 

講師：三谷 宏治氏（K.I.T.虎ノ門大学院 ビジネスアーキテク

ト専攻 主任教授） 

17:15 ～

17:30 

休憩 

17:30 ～

19:00 

【ワーク】コーディネーターとのミーティング/ 

個別相談に向けたアジェンダ作成 

19:00 ～

20:30 

会場移動、夕食  

20:30 ～

22:00 

【個別相談】取り組むべき重点経営課題の整理 

メンター：杉浦 元 氏（株式会社コンコードエグゼクティブグ

ループ 取締役 COO） 

樋口 哲朗 氏（樋口公認会計士事務所 代表） 

宮城 治男（NPO 法人 ETIC.代表理事） 

「 赤 坂 ・ 溜

池・虎ノ門・

永田町」会議

室 
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2 日目（11月 29 日（日））                       【会場】 

9:30 ～

9:50 

チェックイン 「 赤 坂 ・ 溜

池・虎ノ門・

永田町」会議

室 

9:50 〜

12:50 

【講義】ビジョンを計画に落とし込む、事業計画書の作り方 

講師：杉浦 元 氏（株式会社コンコードエグゼクティブグルー

プ 取締役 COO） 

12:50 ～

13:50 

昼食 

13:50 ～

14:50 

【ワーク】事業計画作成 

 

14:50 ～

15:05 

休憩 

15:05 〜

16:30 

【プレゼンテーション】目標と行動計画の宣言 

16:30 〜

17:00 

チェックアウト・クロージング 

 

4.2.2 講義「決める力の鍛え方」 

 第 1 回集合研修では、K.I.T.虎ノ門大学院 ビジネスアーキテクト専攻 主任教授の三谷

宏治様より、「決める力の鍛え方」についてのご講義とグループワークを実施頂いた。この

講義を企画した主な目的として、事業運営から数年が経つフェーズにおいて、改めて各団

体が進むべき方向・大戦略を考え、選び、決めるマインドを醸成しつつ、チームで意思決

定を行う優位性を考える機会を提供することを意図した。 

 

＜講義・グループワークの概略＞ 

 物事を考え、決める際の考え方と話し合い方についてレクチャー 

 チームで物事を決める際の役割分担・決め方・時間の使い方、ルールについてレクチ

ャー 

 チームで優先順位をつけ、意思決定をする為のグループワーク 

 総括として、決める力を鍛える為の考え方と事例の共有 
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・三谷様によるレクチャー 

 

 

 

・レクチャーに参加する参加者 
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・グループワークに取り組む参加者 

 

 

・グループワークの結果を共有する参加者 
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・講義、ワークショップによる学びを振り返る 

 

 

4.2.3 講義「ビジョンを計画に落とし込む、事業計画の作り方」 

 第 1 回集合研修では、株式会社コンコードエグゼクティブグループ 取締役 COO 杉浦元

様より、「ビジョンを計画に落とし込む、事業計画の作り方」についてのご講義を実施頂い

た。この講義を企画した主な目的として、事業計画を作り切るという今回の研修のゴール

に向かう上で、前提となる知識・考え方を参加者全員に習得頂くことを意図した。 

 

＜講義・グループワークの概略＞ 

 事業計画がそもそも必要な理由や、盛り込むべき要素についてレクチャー 

事業計画についてプレゼンを実施し、質疑応答やフィードバックをするセッション 

 事業の構成要素や、財務予測の立て方についてレクチャー 
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・杉浦様によるレクチャー 

 

 

 

・事業計画の発表 
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・質疑応答 

 

 

・杉浦様より個別にフィードバックを受ける様子 
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4.2.4 チェックイン・チェックアウト 

 第 1 回集合研修の冒頭では、研修に参加する意図やそれぞれの状態を共有する為のチェ

ックインを実施し、「自分たちは、誰の為に何をしているのか」というテーマで団体毎に対

話を行い、最後に全体でそれぞれ対話した内容を共有した。 

 

・チェックインの場にて、全体に意見を共有 
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 研修の最後のコンテンツであるチェックアウトでは、「2 日間を通して生まれた考え・感

情」というテーマで団体毎に対話を行い、最後に全体で共有を行った。 

 

・チェックアウトの場にて、全体に振り返りを共有 
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4.2.5 参加者の反応 

 研修結果に対する参加者の反応を認識し、次回以降の設計に活かすべく、研修終了後に

アンケート調査を実施。主な結果は以下の通り。 
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Q3：この 2日間の研修を経て、特に学んだことや、今後生かしていきたいことを教えてく

ださい。(一部抜粋)  

・樋口先生の「数字は意思表示」の言葉通り、改めてあいまいな事業計画を数字に落とし

込みたいと思う。 

・現実をしっかり見据えて事業計画を練り直していきたい。 

・今後は、代表がやりたいこと、ワクワクする視点から地域での役割を考えていく。 

・誰のどんな課題をどう解決するのか、そして、それによって、代表がどう輝いていくの

か。それを応援したいと思う。 

・スタッフにも今後の関わり方を選んでもらい、注力していく事業や引き継ぎ事業を決め

られるような計画を作っていく。 

・今まで避けていた数字に落としていくことが、事業性を検証することにいかに大事かを

知った。 

・チーム内での事業計画作りのための話し合いでは、やりたいことを具体的に文字化、数

値化していくことの意思が入っていることに気がついた。 

・事業/チームとしてやっていく際に、話す前に話しておくこと、決め方、決めるルールな

どが合意されていることの大事さを知った。 

・事業計画をとにかく作り上げることで、どこに課題があるのかはっきりしてきた。 

・事業計画を作るにあたり手順や考える上でのポイントなど実質的なことを学べた。 

・今まで独学で様々な人に細切れに事業計画作成を教えていただいていたが、どうつくる

のかの全体像が初めて見えた。 

・団体の現状が分かったことで次の打ち手を考えやすくなった 

・他の団体のビジョンを聞くことで自団体を客観視できた。 

 

Q4：反対に、まだ十分に理解ができていない、疑問に残る点があったら教えてください。 

（一部抜粋）  

・マネジメント層の業務分担について、代表・事業統括・事務局長それぞれ、どのように

役割を定め、何に力を入れるべきか、今回の事業計画作成と併せて「プロセス」も更に勉

強し、理解を深めていきたい。 

・「何が理解できていないか」の整理が未だついていない。 

・個人の中での一番大事なこと、2人でやっていくことの志の部分での共有の機会や仕掛け

があれば、もっと深くお互いの関係性が築けるかなと思った。 

・様々な参加団体の事業計画書を公開可能な範囲のみでもぜひ見せていただきたい。参考

にしたい。 

・人の育成スピードや組織へのコミット度や満足度を高めていくことをどうやっていくか

考えたい。 
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Q5：第 2回集合研修までに、集中的に取り組むべき課題と、そのアプローチについて教え

てください。（一部抜粋） 

 

・中期計画策定に向け、今回の学びを現地スタッフに伝え、数字まで落とし込む会議を実

施する。 

・「誰のため」を明確にする 

・顧客の優先順位をつくる 

・売上げをより固め、コスト多めに見積、もう少しマンパワーに還元できるようにする 

・現在ターゲットにしている企業等ステークホルダーの優先順位を付ける 

・お金を出す人のメリット的なものが伝わるようにする 

・悩んでいる団体同士だと共感はできるが、答えにはたどり着きそうにないため。 

 

 

4.2.6 研修から得られた示唆 

 

 事前アセスメントシートにおいても明らかになった通り、同様のフェーズにいる団体

であっても、抱える課題は多岐に渡っている。 

 経営技術・リテラシー、実績の面で相対的に前進している団体に関しては、講義型研

修に加えて、コーディネーターやメンターの個別支援が特に効果的であった。 

 経営者が現場リーダーを兼任している団体を中心に、数字が伴う事業計画を作り込ん

だ経験が少ない団体も散見された。顧客、サービス、年間収益目標及び達成に必要な

人員・組織基盤等を言語化・数値化させるアプローチは、「拡大・成長期」への移行を

促進する第一ステップとして有効であった。 

 一定レベルの事業計画が既に存在する団体に関しては、メンターから、大型資金調達

が出来た場合のシナリオプランニングや、今後の現場への権限移譲・選択と集中等の

必要性を示唆する等、視点を一段引き上げる介入が作用していた。 
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4.3 第 1回コーディネーター面談 

 各団体が第 1 回集合研修で学んだことや示唆を踏まえて、集合研修開催前に、担当コー

ディネーターとの面談(1時間程度)を行った。 

 

 第 1回コーディネーター面談のアジェンダ 

1. プログラム全体を通して達成したい目標は何か？ 

2. 上記目標を達成するための、第 2回集合研修までの行動計画は？ 

3. 事業計画作成について、わからない または 悩んでいること 

（第 2回で特に相談したいポイントはどこか？） 

 

＜団体 A＞  

1. プログラム全体を通して達成したい目標は何か？ 

・事業計画のブラッシュアップ。その中で、特に注力していく課題を明らかにし、作り込

んでいく。研修期間中に、基幹拠点の事業計画中間共有及びフィードバックから、完成を

目指したい。 

 

①団体全体の次年度計画の完成 

→現場・管理職の業務管理および執行に役立つマニュアルをつくる。研修でフィードバッ

クを頂きたい。 

②基幹拠点の 3カ年詳細計画：代表者がマイルストンにするもの。 

(上記に加えて、③長期計画：例えば多額の資金が調達出来た場合の野心的な事業展開など) 

 

2. 上記目標を達成するための、第 2回集合研修までの行動計画は？ 

・基幹拠点事業計画作成 

基幹拠点との MTG を踏まえて計画作成予定。第 2回集合研修に事業計画を持参し、密度の

高いディスカッションを実施したい。 

 

3. 事業計画作成について、わからない または 悩んでいること 

（第 2回で特に相談したいポイントはどこか？） 

・基幹拠点の事業計画がどのようなものになるかわからない為、相談事項が絞り切れてい

ない。 

・マニュアル作成につき、最低限予想可能な変数だけでつくるのか、最大限の想定を巡ら

せたもので作れば良いのかが見えていない。 
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＜団体 B＞  

1. プログラム全体を通して達成したい目標は何か？ 

・団体の根幹である「我々は何がしたいのか」「どんな社会を実現したいのか」を考えた

上で、長期的な事業を見据えていきたい。 

 

2. 上記目標を達成するための、第 2回集合研修までの行動計画は？ 

・今一度、「誰に、どうなってほしい為の団体なのか」を考えてくる。 

・社会課題を解決する組織なのか、コミュニティを重視した組織になるのかが、まだはっ

きりしない為、基本的な方針を決定する。 

 

3. 事業計画作成について、わからない または 悩んでいること 

（第 2回で特に相談したいポイントはどこか？） 

・団体のゴールが明確になっていないので、事業計画書を書いても絵空事になるのではと

いう迷いがある。 

・団体として「今もっているリソースで何が出来るか」という思考から抜け出せておらず、

課題解決型の思考にシフトしなければならない。 

 

 

＜団体 C＞ 

1. プログラム全体を通して達成したい目標は何か？ 

・事業計画書を作りきる。具体的な数値に落とし込んだ経験がないため、それを習慣化し

たい。 

 

2. 上記目標を達成するための、第 2回集合研修までの行動計画は？ 

・まずは事業計画書を策定する。そのうえで、代表が何を優先的に行動していくべきなの

か、何をスタッフに任せるべきなのか明確にし、最終的には事業計画書がどのように経営

目標につながっているのかをイメージできるようにしたい。 

 

3. 事業計画作成について、わからない または 悩んでいること 

（第 2回で特に相談したいポイントはどこか？） 

・事業計画書の作成そのものを、どのように進めればいいか分からないことに悩んでいる。 

１つ１つの言葉の意味が明確になっていない。事業計画書を何に利用するために作成する

のか、という目的があまり意識できていない。 
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＜団体 D＞ 

1. プログラム全体を通して達成したい目標は何か？ 

・全体のお金の流れ、事業計画を作る。 

・組織として、組織図と共に、事業モデルとマッチした人材育成のフローを作りたい。 

・事業計画としては、企業向けサービスを収入源にしたいが、お金になればいいわけでは

なく、収入源に悩みを抱えているので整理したい。寄付モデルを作るという案があるが、

仮説検証が十分ではなく、また整理しきれていない。 

・主要メンバーが入れ替わったので、新しいスタッフとのチームワークも築いていきたい 

 

2. 上記目標を達成するための、第 2回集合研修までの行動計画は？ 

・まずは、代表の大きな夢計画を書き下ろし、それを現実感を持ってスタッフも満足のい

く計画にするべく、優先順位をつけて落とし込む。 

・事業計画書のフォーマットを埋める。 

 

3. 事業計画作成について、わからない または 悩んでいること 

（第 2回で特に相談したいポイントはどこか？） 

・事業計画書の使いみち、具体的にいつ使うのかをイメージしたい。代表が考えているの

は、営業先である企業に見せること。また団体内の意思統一のために使うこと。他にどの

ような使い方をするのか知りたい。 

・他の団体の事業計画書を見たことがないので、お手本を見てみたい。 

 

 

 

＜団体 E＞  

1. プログラム全体を通して達成したい目標は何か？ 

・事業計画書を作りきること。数字に落とすことをやり、さらにその習慣をつける。 

・新規事業を思いつくままに実施するのではなく、計画的に実施できるようになる。 

 

2. 上記目標を達成するための、第 2回集合研修までの行動計画は？ 

・まずは事業計画書を策定。いつ、何をやって、それらがどのように経営目標につながっ

ているのかを可視化する。 

・全ての事業について収支を計算する。 

 

3. 事業計画作成について、わからない または 悩んでいること 

（第 2回で特に相談したいポイントはどこか？） 

・既存の事業がビジネスとして成立するのかが見えていない。 
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・各事業が、どのように経営目標、ミッションにつながっているのかが明確でない。 

・財務プランが精細を欠いている。 

・ある新規事業をやりたいと感じているが、メンターには好感触ではなかったため、新規

事業をどう扱うかを 4か月で見出したい。 

・メンバーと議論する時間をつくれておらず、かつ団体の方針がメンバーのやりたいこと

とは違うということが分かってきた。メンバーは課題整理や客観的視点に強みがあるので、

対話の場を設けつつ、メンバーの力も活かしながら事業計画書をつくっていきたい。 
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4.4 第 2回集合研修 

4.4.1 第 2 回集合研修概要 

 

■ テーマ 

事業計画をブラッシュアップしよう 

・ メンターや他の参加者からのフィードバックを受け、事業計画が進化している 

 

■ 日程・会場 

平成 27 年 12 月 19 日（土）14:00～19:00 

K.I.T. 虎ノ門大学院（東京都港区愛宕 1-3-4 愛宕東洋ビル 11 階） 

 

■ タイムライン 

14:00～14:20 オープニング/チェックイン 

14:20～15:10 公開メンタリング 

 代表団体にから事業計画書ドラフトを説明後、メンターおよび他の

参加者から質問やフィードバックを受ける。 

15:10～15:20 休憩 

15:20～17:00 

（16:05～

16:15：休憩） 

 

個別メンタリング①： 

事業計画のブラッシュアップ（45分×2） 

 担当メンターと 1 対 1 で、作成した事業計画書ドラフトについてわ

からないところや悩んでいるところを相談し、解決の糸口をつかむ。 

17:00～17:30 休憩/ 

個別メンタリング②に向けた準備 

17:30～18:10 個別メンタリング②： 

実践する上での課題整理（20分×2） 

 作成した計画を効果的に実践に移していくうえで、何がポイントと

なるのかを整理する。 

18:10～18:20 休憩 

18:20～19:00 チェックアウト/クロージング 

・本日の学びと、第 3回までの行動計画を全体でシェア 

・アンケート記入、事務連絡など 

19:00 終了 
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4.4.2 公開メンタリング 

第 2 回集合研修においては、1 つの団体の事業計画とそのプレゼンテーションに対して、

メンターや他の参加者からフィードバックする「公開メンタリング」を実施した。この時

間を設定した意図としては、他の団体のメンタリングを客観的に捉え、また、参加者自身

もメンターの視点を持つことによって、それぞれの団体に活かせる気づきや示唆が生まれ

ることを期待した。尚、公開メンタリングにて事業計画をプレゼンテーションする団体と

しては、抱える課題や組織のフェーズを勘案して、ETIC.側にて選定を行った。 

 

・公開メンタリングにてフィードバックが実施される様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



62 

 

＜公開メンタリングでのフィードバック要旨（一部）＞ 

 計画している事業の拡大に対して、組織の人員計画が追い付いていない。 

 短期的にはボランティアを増やすことで事業を運営する計画になっているが、ボラン

ティアマネジメント体制の構築が必要ではないか。人員が一定数以上に増えると、人

の動き方や働き方を統一する為、規約が必要になる上に、組織開発・マネジメントを

担う人員が必要になる。 

 経営目標の振り返りと人材評価は非常に大切である。NPO 特有の事象として、ボラン

ティアが増えれば、ボランティア 1 人ひとりのやりたいことを支援したくなる心理が

働きやすい傾向にあるが、組織が果たそうとする社会的目標の為に人が集まっている

という前提に忠実になる為にも、社会と組織の変化を節目でアセスメントする必要が

ある。 

 社会課題の解決という観点で考えた時に、これまで競合と考えていた組織が、競合に

見えて協働出来る組織である可能性がある。社会全体にとっては、協働した方が大き

なインパクトを出せるという考え方・戦略もあり、その戦略をもとに、組織・マーケ

ティング・収益等というように各項目にブレイクダウンすると、事業計画が磨かれる。 

 協働という観点では、行政との連携も大切。特に行政動向の調査や分野についての研

究をストックしておき、開示していくことは、社会にインパクトを与えていく上で大

切。 

 収支計画については、「やりたいこと」と「出来ること」、そしてキャッシュフローが

回るかという観点で考える必要がある。大前提として組織はキャッシュフローが回ら

ないと継続しない為、きちんと収益が上がりかつ実現可能なこと、収益性はないが団

体としてどうしてもやる必要があるものに整理することが重要である。その為の計画

をこの研修では立てている。 

 事業拡大期だからこそ、リーダーが助けを求められるどうか、という点がリーダーの

能力として非常に重要。優れたリーダーは、自身で出来ないことを出来るようにする

為に、周りに助けを求めることができる。周りを巻き込むということは、まず自分か

ら一歩踏み込んで、周りに対して助けてくれと発信出来ること。これは、自分の意識

次第で実践出来ることである。 
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4.4.3 個別メンタリング 

それぞれの団体に分かれ、担当メンター・コーディネーターとともにメンタリングを実

施。 

・メンタリングの中で受けたフィードバックを、即座に事業計画に反映させる様子 

 

・伴走支援を行うコーディネーターも交えて、メンターから問いを受ける様子 
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・更新した事業計画をもとに、メンタリングに臨む参加者の様子 
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4.4.4 チェックイン・チェックアウト 

 

 第 2回集合研修の冒頭のチェックインでは、「今日の場から、得て帰りたいもの」という

テーマで団体毎に対話を行い、最後に全体でそれぞれ対話した内容を共有した。 

 

・チェックインの場にて、全体に意見を共有する参加者の様子。 
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 研修の最後のコンテンツであるチェックアウトでは、「今日生まれた学びと、次回研修ま

でのアクション」というテーマで団体毎に対話を行った。 

 

・対話を通して得られた気づきを全体に共有する様子。 

 

 

＜チェックアウトにて、参加者から共有された意見（一部）＞ 

 事業計画を書くうえで、自団体がどうなっていくかだけでなく、社会がどうなってい

くかにも焦点を当てなければいけない。 

 団体内で齟齬があることに改めて気づいたので、外部メンターに頼るだけでなく、団

体内での対話も大切にしたい。 

 自団体内でもうまく言葉にできていなかったもやもやした部分が明確になった。 

 代表として、今までは思いついた仕事をすべてやっていたが、やるべきことを絞って

それに注力することが大切だと学んだ。 

 営業のためのツールをしっかり作っていきたい。 
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＜チェックアウトにて、メンターから共有されたコメント（一部）＞ 

 今はおそらく 3 歩進んで 2 歩戻ったという感覚だろうが、実はそうやって地道に進む

のが一番の近道である。どの団体も着実に成長してきているので、第 3 回集合研修で

会うのが楽しみ。 

 これからいろいろな人から様々なアドバイスや厳しい言葉をもらうと思うが、それを

まずは受け止めて、その後取捨選択できるようになる力が肝要である。 

 ここに参加している団体の皆さんには、周りの人を巻き込んでサポーターにする力が

備わっていると思う。自分自身も、皆さんのサポートをしていてとても心地よい。こ

れからもいろいろな人を巻き込みながら、夢の実現に向かって頑張ってほしい。 

 「できること」「やりたいこと」「求められること」の 3つのバランスがそろわないと、

事業はなかなかうまくいかない。これをすべて満たすように事業計画を書くと、うま

くいくのではないかと思います。 

 

・チェックアウトにて、メンターが参加者に対してコメントを共有する様子。 
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4.4.5 参加者の反応 

 

 研修に対する参加者の反応を認識し、第 3回集合研修の設計に活かすべく、研修終了後

にアンケート調査を実施した。主な結果は以下の通り。 

 

Q1：本日の研修で、どのようなインプットを得られたか教えてください。(一部抜粋)    

・成長は非連続に起こり、常に Big Picture をもっておく必要がある。 

・優れたリーダーは、期限付きの目標を設定している。 

・「営業」とはどのようなものかわかった。 

・次のステージに上がるために、人を巻き込まなければならない苦しみをみな持っている

なと感じた。 

・やりたいこととできることを分けて考えなければならない。 

・自らの団体の中にワクワクする要素はあったが、ロジカルな要素の必要性を感じた。 

・事業の成長と組織の成長を同時に行っていく必要がある。 

 

Q2：そのインプットもふまえて残り 1 か月半と第 3 回集合研修をどのように使いたいか教

えてください。(一部抜粋) 

・自分にしかできないことを見極め、組織に還元していきたい。 

・今回決めたことを実際にトライする。とにかくやる。 

・リーダーにとって自分がどんな役に立てるかを考え、協力していきたい。 

・組織メンバーが 1人 1人動ける環境の整備。 

・第 1回集合研修の学びをもう一度内省する。 

・顧客へのヒアリング。 

・団体内で事業計画のブラッシュアップに使う時間を設ける。 

・計画をスケジュールに落として明日から動ける状態にする。 

・選択と集中をしっかりやる。 
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4.4.6 研修から得られた示唆 

 

 組織としての段階を移行していく為に、人を巻き込み、活用していく意識と仕組みの

変革の必要性の理解が進んでいる。 

 事業計画を考える上での観点（やりたいこと・出来ること・求められること）につい

ての示唆を、事業計画の更新に活かしていこうという意識の変容が生まれている。 

 学びの場である集合研修で議論し決めたことを、現場に持ち帰って実践するという動

機付けがなされている。 

 各団体から 2 名ずつ参加していることもあり、組織の代表以外のメンバーがいかに代

表を支えていくことが出来るかという役割意識が強化され始めている。 
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4.5 第 2回コーディネーター面談 

 各団体が第 2 回集合研修で学んだことや示唆を踏まえて、集合研修開催前に、担当コー

ディネーターとの面談(1時間程度)を行った。 

 

 第 2回コーディネーター面談のアジェンダ 

1. 第 3 回集合研修までの行動計画は？ 

2. 事業計画作成について、わからない または 悩んでいること 

（第 3回で特に相談したいポイントはどこか？） 

3. その他 重要事項 

 

＜団体 A＞ 

1. 第 3 回集合研修までの行動計画は？ 

A.現状のグローバル事業戦略・計画のブラッシュアップ。その中で特に、「協業における

事業形態（ガバナンス）」、「事業ポートフォリオ」、「新規事業」について作り込む。 

B.現状の計画に加えて、大型のリソース獲得に成功した場合等、野心的な計画につきブレ

ストし、事業をスケールさせておく案を持っておく。 

 

2. 事業計画作成について、わからない または 悩んでいること 

（第 3回で特に相談したいポイントはどこか？） 

第 3回で相談したいポイントとして、下記の通り。 

・事業ドメイン、社会を変える計画シート、ポートフォリオを完成させること。 

・中長期計画の作り方、中長期計画を踏まえた新規事業 

 

3. その他 重要事項 

上記アジェンダ A及び Bにつき、相談したいメンターのリクエストあり。 

 

 

＜団体 B＞ 

1. 第 3 回集合研修までの行動計画は？ 

・事業計画を作るにあたり、自主事業を行っていくためのビジョンの見直しと、「誰の、

どんな課題解決をする組織になるのか（団体の存在価値の再検討）」を作り直すこと。 

 

2. 事業計画作成について、わからない または 悩んでいること 

（第 3回で特に相談したいポイントはどこか？） 

・ビジョンが分かりやすく伝えられる状態にはなっていない。 

・団体としては共通概念だが、外部に伝えられる言葉になっていない。 
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・事業計画作成がテーマだが、事業計画作成の段階にまで入れていない。 

 

3. その他 重要事項 

・社会に対してのニーズ調査を行っているが、実際は団体内メンバーへのヒアリングにな

っている可能性がある。視点が内向きになっているのではないかという懸念がある。 

 

 

＜団体 C＞ 

1. 第 3 回集合研修までの行動計画は？ 

・事業計画をつくり、2016 年度、2017 年度に向けて、事業を進められるようにする。 

その為に、誰の課題を優先的に解決していきたいのかを明確にし、重点課題と戦略を腑に

落ちるように考え切り、行動が出来るようにすること。 

 

・営業資料と営業先リストをつくり、企業との接点作りに関して、待ちではなく攻めるた

めにアプローチを開始。（まずは数社メールし、訪問してみる予定。CD でリストの優先順

位、メール文を FB済み） 

 

2. 事業計画作成について、わからない または 悩んでいること 

（第 3回で特に相談したいポイントはどこか？） 

・事業計画・営業計画に対し、研修後も PDCA をちゃんと回し、動きが継続できる工夫が必

要だと感じている。（会議体をつくるのかなど） 

 

3. その他 重要事項 

・数字、特に売上や利益、人員計画について、正しいのか間違っているのか不安に思って 

いるところがある。そのため、自信を持って、計画が書くことができてない。 

・企業に対して、どれくらいの金額を提示して良いものなのかが、まだイメージがつい 

ていない部分がある。団体の価値の見せ方・効果の検証するためにも、訪問実施。 

 

 

＜団体 D＞ 

1. 第 3 回集合研修までの行動計画は？ 

・事業計画の作り込みを進める。主なポイントは下記。 

 

2. 事業計画作成について、わからない または 悩んでいること 

（第 3回で特に相談したいポイントはどこか？） 

・サービスの拡げ方（個人向け販促、企業向け販促をどう進めていくか） 
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・サービスを拡げて、目指す社会をどう作って行くかの戦略（サービスを拡げる事しか計

画できていない） 

・収支計画における、事業拡大に伴う出費の見込みの算出の仕方（ビジネスボリュームが

増える中、システム強化やコーディネート時間数増加をどのように出費に入れ込むか） 

・業界に新規参入プレイヤーが増えてきた時の戦略（大手企業が今後参入してくる事を見

越して、自社としてはどう対応していくのか） 

 

3. その他 重要事項 

・受益者にサービスを届ける方法として、講師派遣・コンテンツ納品のどちらかのアプロ

ーチに絞ることを検討している。 

 

 

 

＜団体 E＞ 

1. 第 3 回集合研修までの行動計画は？ 

・事業計画をブラッシュアップしながら、新サービスのプロトタイプを形にする。 

 

2. 事業計画作成について、わからない または 悩んでいること 

（第 3回で特に相談したいポイントはどこか？） 

・財務状況を改善していく為にも、事業計画のブラッシュアップに関すること全般につい

て相談したい。 

 

3. その他 重要事項 

・4月のイベント出展に向け、準備を進めていく予定。 
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4.6 第 3回集合研修について 

4.6.1 第 3 回集合研修概要 

 

■ テーマ 

実行課題を明らかにしよう 

・ 事業計画を実行に移していくための工夫やアクションが明確になっている。 

 

■ 日程・会場 

2016 年 1月 30 日（土）14:00～19:00 

K.I.T. 虎ノ門大学院（東京都港区愛宕 1-3-4 愛宕東洋ビル 11 階） 

 

■ タイムライン 

14:00～14:20 オープニング 

14:20～15:40 

 

【１】個別メンタリング 

 担当メンターと 1 対 1 で、ブラッシュアップしてきた事業計画書に

ついて特に相談したい論点（アジェンダ）を議論する 

15:40～17:10 

 

【２】フリータイム 

 【１】で残された論点を詰め切る。各団体で時間の使い方は自由 

17:10～17:20 休憩 

17:20～19:00 【３】クロージング 

 以下について団体内で議論し、まとめる 

 計 3回の集合研修を通して得た学び 

 残された課題 

 その課題に対してのアクションプラン 

 事業計画策定のマネジメントサイクルをどう回していくか 

 各団体から発表およびフィードバック 

 クロージング、アンケート記入 

19:00 終了 
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4.6.2 個別メンタリング 

 それぞれの団体に分かれ、担当メンター・コーディネーターとともにメンタリングを実

施。今回の研修では、各団体ごとの論点を詰め切り、実行課題を明らかにする為に、個別

メンタリングの時間を最も長く設けた。 

 

・個別メンタリングにおける議論、フィードバック 
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4.6.3 チェックイン・総括 

 第 3回集合研修の冒頭のチェックインでは、「今日の場・今日の時間で、達成したいもの」

というテーマで団体毎に対話を行い、実行課題を明らかにする為のマインドを醸成した。

最後に全体で想いと意図を共有した。 

 

・集合研修最後となるチェックイン 

 

 

 第 3 回集合研修の最後のコンテンツとして、各団体から、一連の集合研修を総括して発

表する機会を設けた。発表におけるアジェンダ・主な内容は下記の通り。 

 

 総括のアジェンダ 

1. 計 3 回の集合研修を通して得た学び 

2. 残された課題 

3. その課題に対してのアクションプラン 

4. 事業計画策定のマネジメントサイクルをどう回していくか 
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＜発表の内容＞ 

1. 計 3 回の集合研修を通して得た学び（一部抜粋） 

 自社内のいくつかの事業を分社化する。 

 自分達が専門家であるが故に、一般に伝わる表現を磨く必要に気づいた。 

 そもそもの事業性について、数字化して検証出来たことは良かった。 

 経営理念、目指す社会が明確になった。 

 自分たちが小さくまとまろうとしていたことに気づいた。地域の事業は現場のスタッ

フに任せて、代表は企業向けの営業に取り組む。 

 第 1 回集合研修のワーク(決める力の鍛え方)を通して、チームで動いた方が大きい成

果を出せることを知ることが出来た。 

 改めて事業そのものに向き合うことがなく、団体内で話していてもブレイクスルー出

来ていなかったが、参加してよかった。 

 団体内部の人ではない人に、ワクワクする、という言葉がわからないと言われ続けた

のは辛かった。 

 軸・大戦略を決めて「選択と集中」しないといけないということが一番大きい学びだ

った。 

 

2. 残された課題（一部抜粋） 

 優先順位。選択と集中を展開地域/事業単位で決める判断基準。 

 現在育てている事業をもっと広げること。そこからその他の事業展開につながる。 

 団体のストーリー、世界観を伝え切られていない。 

 代表の時間配分。現場スタッフに現場業務を委譲していく。 

 営業資料やコミュニケーションのブラッシュアップ。より聞き手にわかりやすく問題

が伝わるように。 

 委託ではなく、自社事業を増やす為、コンテンツ案を 1,000 個作ることを目標にした。 

 受益者 100 万人にどのようなコンテンツを届けるのか、マスに発信出来るものを考え

る。 

 事業拡大に伴う組織づくり。 

 

3. その課題に対してのアクションプラン（一部抜粋） 

 組織（職員）の役割分担（代表は受益者・市場を向いた仕事をし、管理業務について

は事務局長を信じ、任せる等）。 

 団体の世界観、ストーリーを伝える為のビジュアルツール(絵本等)作成。このプログ

ラムのメンターや参加者にもフィードバックを頂きたい。 

 関心を寄せて下さった企業様へパンフレット送付。 

 学校など教育機関、子育てフェスタへ営業。 
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 団体へのコミットにつき、代表の意思とメンバーの意思の確認。代表でない人間でも

プログラム設計が出来るようにしていく。 

 理想のプログラムを明確にして提示する、マス展開に向けて参考になるビジネスモデ

ルを調べる。 

 

4. 事業計画策定のマネジメントサイクルをどう回していくか（一部抜粋） 

 分社化について、具体的なマイルストンを置くとともに、メリットデメリットを整理

する。 

 目指すビジョンを達成する為の仮説を 5月までに作り、半年ごとに改善していく。 

 3 か月に一度、プログラムのメンター・メンバーからフィードバックをもらう。 

 実際に、現場スタッフへの業務移管を進める。4月までにスタッフ研修を行う。 

 理事会を活用してチェック機能を働かせる。 

 月ごとのアクションプランに落としていく。 

 

4.6.4 参加者の反応 

 研修に対する参加者の反応を認識し、研修全体の振り返りと今後の伴走支援の設計に活

かすべく、研修終了後にアンケート調査を実施した。主な結果は以下の通り。 

Q1:本日の研修で得た学びや気づき、前に進んだことについて教えてください。（一部抜粋） 

 

・団体を 3つに段階的に分化すると決められたこと。 

・理念と自身のやりたいことをきちんと区別する重要性に気づけたこと 

・長期／中期／直近の動きを描くために必要な考え方やスタンスが整理できたこと。 

・改めて自社サービスが自社の価値であると気づくことができたこと。せっかく開発した

のに、まだまだ世の中に伝え切られていないところだったので、これからそれを進めてい

く。 

・団体としての学びは、他の団体の計画作り、練り直しのプロセスから自分たちが想像の

つかなかった課題やプロセスを学ぶことができたこと。 

・前に進んだことは、事業が具体的に数字化され、明確になってきたこと。 

・先生方から多くの突っ込みと新しい視点を頂き、より高いレベルでの考え方ができるよ

うに一歩進んた。びしっと決めないといけないことも教わった。 

・事業の計画を作る中で、何が足りていないのか、誰を巻き込みたいのかがクリアになっ

たこと。 

・営業の資料をつくり、実際に行動に移すことができたこと。 

・「優先順位、代表の行動が今後の組織を左右する」ということ。 

・前からわかっていたことだが、事業計画、営業資料、営業先リストなど作成したことに

より、すべきことがよりハッキリと明確になった。 
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・営業に行く、しかも企業へ行く、ということを決められたことは前進だった。 

自分たちがやってきたこと、やろうと思ってきたこと、想いなどを言語化し、ビジネスプ

ランに落とし込むことができたこと。 

・内面の自分としっかり向き合えたこと。自分たちの外側から団体を見ることができた 4

ヶ月間だった。 

・これまでの「理屈ではわかる」感覚から「ハラに落ちる」体験ができた事が大きかった。 

大戦略を決めて、選択と集中をすることの重要性に気づけたこと。 

・ビジネスプランを考えるのは時間がかかること、考える時間とそれを伝える時間、どち

らも大切だということに気づけたこと。 

・主体的に「聞きたいこと」を持てるようになったこと。 

 

 

Q2:本日の研修を経て、改めて団体としての今後の課題や、それについてどう取り組んでい

くか教えてください。（一部抜粋） 

 

・信じて、任せること。職員に（自分の出来ないことをきちんと受け止め）権利もふくめ

てきちんと任せ、その責任だけはしっかり背負っていく。 

・描いたビジョン、描いた画を実現すること。それが一番の課題。 

・サービスの魅力をもっと分かりやすく、ビジュアルも活用して伝えていくこと。 

・今後の課題は、事業を確実に 1 人立ちさせること（予算と収益性を考えること）と、代

表 1人の取り組みから外の人を巻き込み、組織をつくっていくこと。 

・それに対して、取り組み方として地道に一番コアとなる事業の顧客を増やしていくこと。 

・代表自身の時間の使い方を考えること。 

（現在行っている業務をチームメンバーに割り振って、営業にその時間を回せるようにす

る） 

・良いサイクルがうまれる組織を作ること。組織づくり、メンバーとの共有をしていく。 

・今していることへ満足しないようにすること。 

・やるべき方向性についてはっきりさせることが出来た上で戦略や KPI を策定することを

必ずしなければいけないので、引き続き外部からも内部からも意見をもらいながら、今回

の研修で終わらせずに取り組むこと。 

・外から見られる時のイメージと、ミッションを達成した時のイメージをもっと鮮明にす

ること。得た気づきをもとに、また取り組んでいこうと思います。 

・顧客についてもっと知ること。 

・受益者と顧客がどういう状況にいるか、もっと知ること。 

・組織の改善できる部分をもっと改善すること。 
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Q3:その他何かございましたらお書きください。（一部抜粋） 

 

・ETIC のプログラムでは、いつもモヤモヤが増えるのですが、それが最近（少しだけ）心

地よくなりこういった時間を団体内でもきちんと設けようと思いました。本当に有り難う

ございました！！ 

・数字に落として、事業性を確認することの重要性を学びました。この企画がなかったら、

事業をいつまでも感覚で進めて来ていたかも知れません。色々な学びの機会を与えていた

だき、ETIC.の皆様に本当に感謝しています。必ず、社会全体に還元したいと思います。 

・計画を考える機会、その先までのプランを実行するためのサポートまで、本当にありが

とうございました。活動を広めることで社会に還元していけるようにがんばります！！ 

・最後の最後、やるのはあくまで自分たちなのだということを改めて実感しました。もっ

と横のつながりを強められる機会があればいいなと思いました。 

・メンターの方に「まだいろんなチャレンジができる」と言われ、「やりたい」と思えてい

る自分がいて、その気持ちを持ち続けるということをまずは大切に、活動していけたらと

思います。 

・事業計画の発表を、追試してほしいです・・・！ぜひ今後も定期的に相談させてくださ

い！ 

 

 

4.6.5 研修から得られた示唆 

 

 研修（学び）と実行（現場での実務）支援を組み合わせていることから、営業等、実

務における「行動変容」や、理論を頭で理解するに留まらない「腹落ち」が生まれて

いる。 

 他団体との学び合いから、自団体の顕在的な課題への気づきが生まれている。 

 事業を前に進める上で、権限委譲、人材の巻き込みへの意識が変容している。 

 受益者・顧客理解の必要性の理解が進んでいる。 

 事業を数値・言語で記述する（＝事業計画を作り切る）ことが、多くの場合において、

今回の研修での学びの土台になっている。 

 計画を作るのみならず、実行支援まで踏み込んだ関わりが、意識・行動の変容に寄与

しているケースが見受けられる。 
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5．研修事後フォローについて 

5.1 事後アンケート・フォローアップ面談実施概要 

 第 3 回集合研修終了後、伴走型支援によって生まれた影響や変化を改めて確認する為に、

参加者全員を対象に事後アンケートと、アンケート結果をもとにしたコーディネーターに

よるフォローアップ面談を実施した。 

 

 事後アンケート・フォローアップ面談の目的 

参加者自身・組織・事業それぞれの変化を確認・言語化する。 

事業計画書をベースにした研修設計や、コーディネーターによる伴走支援の効果を確認・

言語化する。 

 

 事後アンケートの設問項目 

Q1. 今回のプログラム（研修＋伴走支援）について、自分たちのような状況にある団体の

経営者に勧めますか？ 0から 10 でお答えください。 

Q2. 上記の理由について教えてください。 

Q3. 本プログラムに参加することで得られた、ご自身にとっての変化について教えてくだ

さい。 

Q4. 本プログラムに参加することで得られた、組織にとっての変化について教えてくださ

い。 

Q5. 本プログラムに参加することで得られた、事業にとっての変化について教えてくださ

い。 

Q6. 事業計画書を一通り作成し、それをベースにメンタリングや面談を実施する形式は、

有益でしたか？（5段階で選択式） 

Q7. 上記の理由や良かった点、更に改善できる点について教えてください。 

Q8. 各回の研修の合間に実施したコーディネーターとの面談は有益でしたか？（5段階で選

択式） 

Q9. 上記の理由や良かった点、更に改善できる点について教えてください。 

Q10. 今後に向けた全般的な提案などあればお書きください。 

 

 フォローアップ面談の進め方及びアジェンダ 

上記の事後アンケートの回答に基づき、参加者自身・組織・事業それぞれの変化等、設問

項目について具体的にヒアリング。（各担当コーディネーターより、30 分程度） 
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5.2 事後アンケートの結果 

Q1. 今回のプログラム（研修＋伴走支援）について、自分たちのような状況にある団体の

経営者に勧めますか？ 0から 10 でお答えください。 

 

 

 

Q2. 上記の理由について教えてください。 

・3回の集合研修が程よいスパンで設定されており、しっかりとステップを区切って事業計

画を考えることができた。また、特に初回の集合研修では、座学とディスカッションの流

れがとても良く実りが多かった。一方で、最後までなかなか納得感のある細部まで目の行

き届いた事業計画を立案するところまで到達できず、最終的なアウトプットとしては「あ

と一歩」の感が残ってしまったことが残念。総合的には、多くの団体にとって非常に有益

なプログラムだったと思う。 

 

・プログラムの柔軟性が高く、団体が最も課題とするポイントに焦点を当てて、4ヶ月伴走

者の方々と一緒に考え抜くことができた。 

 

・実際にお金に対する計画が立てられるようになった。私のように感覚で進めてしまって

いる人は結構いると思います。 

 

・自分たちの団体は組織作り、内部での意識合わせやパートナーシップの構築の段階であ

ったと思いますが、そのようなソフトな部分について当研修はあまり触れなかったので「5」

としました。 
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・同じような 1 年目 2 年目の NPO とは言っても、各団体で課題が全く異なっていたりプロ

グラム期間中に忙しさ等が変化していったりするので、勧めるかどうかは状況によると思

います。 

 

・事業プランのつくりかたが全くわからないなかで、フォーマットや考え方を教えてもら

えて学びが多かったです。とくに 2、3回目の研修に関してもっと時間をかけてフィードバ

ックやインプットをもらえる場があればよかったと思いました。 

 

・研修も大変タメになりましたが、”伴走”というのが、はじめての経験で、ものすごく

いいな、ありがたいなと思いました。団体のメンバーだけでは、見抜けない視点や、穴、

既に出来ていると思っているところまでご指摘いただけるというのは更に考える時間が出

来、必然的にブラッシュされていくかと思います。そして、その過程を経ることで、団体

自体の深みや、さらには自身の団体への想いなども意味を深めると思いました。 

あと、研修の初日に講座があったのもとても良かったと思います。考えるきっかけという

か、考え方、進め方、見極め方、あるいは捨てる勇気なんかを見つめ直すことができたと

思います。グループワークだったこともあって、個人ではなく、複数で意見を”出し合う”

ことが必要だと思うことが出来ました。 

 

・参加させていただいて、事業としても経営者としても成長させていただいたという思い

があります。 

 

・設立後数年を経過した団体の、事業計画のブラッシュアップのために、本プログラムは

非常に有効であると考えるが、今回経験したことを踏まえると、それ以前にやっておくこ

との必要性を痛感しました。 

自団体のビジョンやミッションの整理と、具体的に取り組むべき課題設定ができていなけ

れば、事業計画策定作業は難しく、そのため、自分たちと同様の団体であるからという理

由でお勧めできるものではないと考えます。 

 

・自分たちは誰のために、何をしていきたいのかを再度確認したり、スタッフと共有した

りするためには必要なプログラム。客観的に、そしてしっかりと見てくださる方々と 4 か

月というのは非常に苦しみもある分、そこから生まれてくるものの腹落ちの感じは、同じ

ように悩んでいる団体があれば薦めたい。 
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Q3. 本プログラムに参加することで得られた、ご自身にとっての変化について教えてくだ

さい。 

・代表をサポートする事務局長という立場において、「目線の違い」や「役割の違い」を意

識して発言をしているということに気づかされた（良い意味でも悪い意味でも）。プログラ

ムを通して大きな変化があったというわけではないかもしれないが、その自分の特徴を客

観視し、団体をドライブさせるという目的のもとさらにバランサーとしての良さを最大化

させていきたいという気持ちが育った。 

 

・自分のやりたいことと、団体としてやるべきことの区別ができたこと。 

・毎月の資金繰りの予測＆検証をするようになった。 

・日々のスケジュールをたて、検証するようになった。 

・攻めのプランを練るようになった。 

・数年後の計画をたて、そこに向かうにはどうすればよいか大まかではあるがわかるよう

になった。 

・数字に落とし込むことで事業を評価することの大事さを意識 

 

・経営者には相当の覚悟が必要であり、事業はその人の経験に基づいた自己実現だと気づ

き、自分が腹をくくって取り組む課題はまだボヤッとしているので、シャープに課題を定

義して、集中して取り込もうという意識が生まれました。 

 

・上記の気づきは研修に参加した他の経営者の方々から多いに刺激をいただき、覚悟に感

銘を受けたためであります。 

 

・設立期間は似ていても NPO によって色々と課題に思うことが異なるのだなということを

知ることができましたが、3か月間の 3回の研修では、目立った変化があるとは言えません。 

 

・同規模の法人経営者と一緒にプログラムを進行することで、自身が気付けていなかった

団体の課題に気づくこともできた。また、中期にわたる計画ができたことで、2016 年度の

走り出しがスムーズになりました。 

 

・私自身、この団体に関わるのは、この研修がきっかけ、といっても過言ではなく、研修

を通して私自身も団体を知っていくことができました。ですので、私自身の変化は大きか

ったです。私の人生にも大きく影響を与えるきっかけとなりました。また、事業というも

のはこういうことかと、本当に初歩的でお恥ずかしいですが、”考え方”という基盤をつ

くることができたと思います。 
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・「経営者が変わらないと組織は変わらない」。これまで、代表が業務のほとんどを担って

いたのですが、少しずつ、組織内のメンバーに委ねるようになっていきました。すぐに全

てを移行するわけにはいきませんが、今後 3 ヶ月を目標に、地域で開催の講座、広報の一

部をシフトしていき、自由に動ける時間を作り広がるための行動をしていきます。 

 

・法人を経営するなかで培ってきた知識や経験などを棚卸しすることができた。 

・考え抜くことの必要性を実感することができた。 

・ただ課題に取り組めばいいのではなく、どのように取り組むかを、自分たちの感性によ

って決めることができることを知った。これらによって活動がよりクリアになったと思い

ます。 

 

・「誰に」「何を」と言う事がこれほどまでに詰めていくのが大変だったという発見があり、

またそのためにどうするのか？を考えていくと、他の打ち合わせでもそう考えながら聞い

ている自分がおり、「結局何をしたいのか？」をより詰めて話せるようになっている自分に

驚いた。特に、自分はそういうタイプではないと思っていたので、その点が一番の変化だ

ったように思う。 

 

 

 

Q4. 本プログラムに参加することで得られた、組織にとっての変化について教えてくださ

い。 

・最終的なアウトプットとして、団体の機能（≒事業）を分割・独立させていくという計

画を図示&明文化できた。それを内部共有し、コアメンバー全体がスピード感と納得感をも

って中期目標達成に向かっていけるようになった。 

 

・「1ブランド 1ミッション」の方針のもと、事業の切り離し（別法人化）を決断した。 

・収益性の高い事業にとらわれすぎており、団体としてなすべき優先事項を改めて整理で

きた。 

・上記とほぼ同じであるが、他の人に参加してもらう時に、何を頼むのか？いくらかかる

のか？のイメージが湧いた。 

・組織にとっての変化はあまり感じられなかった。 

 

・事業をいくつか絞ったうえでビジネスプランの原案のようなものを作成することができ

たという変化はありますが、大きな変化が見えたとは言い難いと思っています。プランを

作成して終わりにしてしまうのではなく、今後、プランに基づいた運営を実施していく必

要があると思いました。 
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・事務局長がジョインするタイミングでプログラムに参加をさせていただき、コミュニケ

ーションが深くとれたことが団体にとって大きなメリットでした。また団体メンバーのみ

だと行き詰まったり腹を割って話すことが難しいなかで、コーディネーターのみなさんや

ETIC.のみなさんのサポートでコミュニケーションが深まりました。 

 

・この研修は 4 日間でしたが、初日が連日、その後１ヶ月ずつ期間が空いたことは、団体

にとってものすごく良かったと思っています。数ヶ月に渡って研修がつづくことで、そこ

に期間があることで、団体を見つめ直す、考える時間が物凄く良かったです。これが連続 4

日間の研修だったら得られなかったことは多かったと思います。また、伴走によって、モ

チベーションは常に高い位置にあった気がします。団体以外の方が関わることで、行動や

思考にもメリハリが生まれたと思います。 

 

・定期的にミーティングを行う機会を持ち、今の状況確認と違いの意思確認を行いました。

皆で共通認識を持ちながら、地域中心の活動を継続しつつも、リスクの高い働く女性に届

けていくこと、また団体として活動を継続し拡大していくための企業へと視野を広め行動

し始めました。 

 

・ミッションやビジョンといった法人の目的が明確になったため、事業計画の足がかりが

しっかりついたと感じていますし、法人紹介を全員がしやすくなってきたのではないかと

思います。 

・こういう機会が初めてであったので、これまではどちらかといえばコミュニティーに近

い組織だったものが、法人という組織として動き出したような感じを受けることができた。 

 

 

Q5. 本プログラムに参加することで得られた、事業にとっての変化について教えてくださ

い。 

・4の内容と近いが、団体内の取り組みを再整理することができ、事業ごとの 3年先を明確

にすることができた。それにより、「今の形のままで力を入れてやっていくこと」「今後に

向けて修正していく必要があること」という大きな 2 つの分け方で、取り組み方を適正化

できているように感じる。 

 

・「1 ブランド１ミッション」の方針のもと、事業を切り離すことを決断し、そのための組

織編成に踏み切ることができた。 

・コアコンピタンスであるサービスを積極的にどう売っていくかを常に考えるようになっ

た。 

・新事業の位置づけを精査し、進めるようになった。 
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・事業の数値化ができ、メンターやコーディネーターの皆さんの多面的な視点をいただい

たことで、複数の事業の中での優先順位や集中して取り組む課題が明確になりました。 

 

・企業向け事業の方向性が随分と明確になったと思います。ビジネスをローンチしていく

ときのケアをより丁寧にしていくことができそうな感覚を得ました。 

 

・事業の選択と集中ができて、現実的な事業構成にできたことがよかった。法人化 3 年目

突入にあたり、ビジネスモデルをつくるタイミングだからこそ、貴重な経験でした。 

 

・まず、考えや想い、数字を形に出来た、見える化出来た、というのが大きな変化です。

そして、目的と手段を明確に出来た事、それを代表とシェア出来たということは大きな変

化でした。団体の基盤を見つめ直し、作り込むということが出来ました。また、計画書に

よって、今やるべきこと、今は必要のないこと、捨てるべきもの、というのが見えてきた

ので、次のアクションを起こすことが出来ていると思います。 

 

・自団体は、講座事業を行っています。教室の開催数をいかに伸ばすかを基準としていた

のが、どこで開催するのか・誰に届けるのかという、視点が、大きく変わりました。具体

的には、これまで地域で安く、多く、開催していたのですが、企業で働く人に届けていく

ための動きに変わりました。 

 

・お受けする依頼について、一貫性を持たせることができてきたと思います。また、1つ 1

つの依頼について、ゴール設定をミッションやビジョンと照らし合わせて、明確にするこ

とが出来たと感じています。 

 

・これまでいただいていた仕事には「受け仕事」という側面が多かったが、これからの事

業はまさに「社会に提供する」という側面が色濃くなり、「仕事」というよりは、「事業」

というニュアンスが強くなったように思う。 
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Q6. 事業計画書を一通り作成し、それをベースにメンタリングや面談を実施する形式は、

有益でしたか？（5段階で選択式） 

 

 

 

Q7. 上記の理由や良かった点、更に改善できる点について教えてください。 

・弊団体の場合は進行形式を一部変更して実施いただいたので若干設問内容とはずれるが、

集合研修でのメンタリングおよびコーディネーターによる中間面談のすべてを通した 1 つ

の共通議事録があったら良いと思う。面談の繋がりを意識した議事録の形式（「前回面談の

振り返り」「次回面談のアジェンダ」などの枠）を先に設計することで、長い期間にわたる

プログラムでも関係者の目線を揃えた無駄の少ない進行ができるようになるのではないか

と感じた。 

 

・書面に落とし込むことで、改めて団体の課題や目指すべき姿を整理することができた。 

・外部に見せられる事業計画というものがなかったのでよかった。 

・自分たちでは見えなかった視点をメンターからいただくことができたため、より良く練

り直すことができた。 

 

・有益だったと思っていますが、スペシャリストの特性が分かった今振り返ると、より有

益な時間の活用方法があったと感じています。全体像を伝えようとするとどうしても時間

が足りなかったり丁寧な説明ができなかったりするので、初回の研修では全体像を伝え、2，

3回目以降は 1つの事業に絞り、絞った事業についてのビジネスプランをしっかりと立てて

いくというかたちにできればより有益だったのではないかと思っています。 
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・非常に有益でしたが、メンタリングの時間が短かったように思う。また、インプットを

もとにその場で作成しなおすアウトプットの時間ももっとあった方が良かったかと思う。 

・第一に、物凄く心強かったです。団体以外の方に寄り添っていただき、「ともに作り上げ

ていく」ことが出来て、団体があるべき理由や価値を第三者の目で見ていただけることは、

とても貴重です。それが、団体としての自信になったと思います。改善点も物凄く考えて

みたのですが、あればいいのですが、私の思考回路では見つけられませんでした。すみま

せん。 

 

・事業計画書を作成するのは非常に大変でしたが、見える化したことで、自分の中でも整

理できました。また、弱い部分を面談で指摘してもらい、ヒントをいただくことができて、

もやっとしていたことが少しクリアに見えてきました。まだ引き続き考えないといけない

ことはたくさんありますが、考える基礎体力をつけてもらった印象です。 

 

・事業計画書は、議論のたたき台として非常に有効だったと思います。策定にいたるまで

の考え方なども共有することができたのも大きかった。一貫した事業計画の策定が初めて

だったので一意見としてですが、事業計画に落とし込む前段階の概要、整った事業計画を 1

枚にまとめる技術やフォーマットなどもあるとより効果が高いと思います。 

 

・「事業計画書」を埋めていくプロセスで、自分自身や団体の目的等に気づくことができた

点が一番大きかった。かなり紆余曲折しながら、想いを文字にし、行動を数字に置き換え

ていく作業がこれほど内省を繰り返さないと出てこないという発見があり、大変有意義な

時間でした。 
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Q8. 各回の研修の合間に実施したコーディネーターとの面談は有益でしたか？ 

（5段階で選択式） 

 

 

Q9. 上記の理由や良かった点、更に改善できる点について教えてください。 

・事業計画のみならず、団体の課題について真摯に向き合っていただいた点が非常にあり

がたかった。 

 

・それがなかったら、なかなか進めることができなかったと思います。 

・良かった点は、より専門的な視点でご指摘をいただき、納得して「やめる」「やる」とい

う選択もできたため。 

 

・時間を押さえることでペースメーカー的役割を果たしていただいたこと、団体外の方に

話に加わっていただいたことなど、有益だったと思っていますが、時間の大半が近況報告

になってしまっていたような気もしています。コーディネーターと研修に関わってくださ

っていたスペシャリストとの 3 者で定期的にコンタクトを取ることができればより一層あ

りがたかったかもしれません。 

 

・団体の課題の共有や相談ができる場であり非常で有益であった。しかし各面談での目標

を立てて実施した方が場の力を最大限に発揮できたかと思う。 

 

・一度は通り過ぎた（考え作った）箇所も、再び舞い戻って投げかけてくださる、のはと
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てもありがたかったです！つい、「出来たぞ！」と思ってしまうので、再度問われると、再

び考えるきっかけとなるので、コーディネーターだけではなく、あらゆる目があり、考え

や視点がある、というのは、本当に面白いなと感じました。また、自団体は受益者による

受益者の為の講座なので、他のバックグラウンドを持った方の目線や想いは、物凄く面白

く、伝え方や、表現の仕方に大きな影響を与えました！そして、背中を押してくださる、

あたたかくも力強い言い切り方が本当に気持ち良くて、行動にしていくことに躊躇なく出

来たのではないかと思っています。 

 

・頼もしいコーディネーターにめぐり合わせていただいて感謝しています。事業について

も私がうまく伝えられない想いを汲んでくださったり、適切な課題を出してくださったり

したことで、前に進むことができました。また、一緒に参加したメンバーともともに、考

えていけたことが良かったです。 

 

・事業計画の策定については、非常に苦労したことと、未知数による不安があったので、

継続的な支援、第三者意見の発信は大変心強かった。ただ、位置づけが少し不明確だった

ように感じました。（もしくは、参加者側として正しく認識できていなかった）そのため、

研修本番に向けた進捗の報告や、事前調整的な関わり、アドバイスを受けるにとどまった

気がします。継続的な伴走とコーディネートであれば、もっと共有の機会があったりする

とよかったのではないかと思います。 

 

・提出の期限があり、それを詰めてくれる人がいるという存在も非常に大変だがありがた

いと思う。研修の合間も、常に緊張感が持てたように思います。主旨とは違うのですが、

スカイプでの面談をする際の雑音がひどい時があったので、その点だけもし直るのであれ

ばお願いしたいです。 

 

 

 

Q10. 今後に向けた全般的な提案などあればお書きください。 

・団体のステージが異なり、ある程度同じ活動規模の団体を揃えた方が、互いの学び合い

が深まったのではないか。 

 

・事業計画作りは非常によかったと思うので、それを実行していく意気込みを経営者とそ

のパートナーが共有できる関係づくりにおいて更に配慮をした内容を盛り込むとより良い

プログラムになるのではと思います。この 4ヶ月間はありがとうございました。 

 

・とても素晴らしいプログラム、ぜひ今後も実施していただきたいと思いました。社会起
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業塾のその後のサポートとしても有益かと思います。 

 

・団体がブラッシュしていけるような環境を継続して作っていけたらと思っています。 

・大変有意義な機会をいただけたと思います。終了したうえで望めることとしては、 

各回の研修において、事業計画策定のためのインプットがもう少し欲しい。 

初日の合宿研修において、集中して研修があったが、ほかにも有意義な研修プログラムを

お持ちだと思うので、1日 1研修あるとよりうれしい。特に東京以外の団体では、機会の提

供だけでは旅費負担分のパフォーマンスが必要なので。 

 

・他団体の経過や団体の方針等をもっとディスカッションできる機会があればよかった。 

同規模程度の団体であることが明確であれば、それぞれの課題などを座談会的に共有する

ことは、お互いにとってメリットが生まれると思うが、今回はかなりストイックだったの

で、その機会があまり得られなかったのは少し残念だった。 

 

・アセスメントシートが活かしきれていなかったように感じた。 

アセスメントシートは、当初の団体の課題を明確化するものでした。私たちの場合は、結

果的にまったく異なった課題を解決することが優先されたので、アセスメントシートどお

りにはいきませんでしたが、最後、もう一度活用できればよりよいと思います。 

 

・関東以外での開催があればより広範囲の団体にとってメリットがある。 

貴団体のみで実施するとなると難しいと思いますが、東京より地方の団体において、ブレ

ークスルーの必要性があると思うので、可能性をぜひ広げてほしい。 

 

・十分でした。ありがとうございました。 
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5.3 フォローアップ面談の結果 

 第 3 回集合研修終了後、アンケート結果をもとにしたコーディネーターによるフォロー

アップ面談を実施した。面談での参加者からのコメントは下記の通り。（一部抜粋、特定の

団体や個人が編集・加工を実施。） 

 

プログラムに参加することで得られた、自身の変化 

・「結局何をしたいのか？」をより詰めて話せるようになっている自分に驚いた。 

・仕事を受ける際、出来るか出来ないかで判断していたが、受けたいものなのか？という

フィルターをかけるようになった。 

 

・研修参加前は自分のカラーを出さないようにあえてしていたが、受講後はあえて出そう

とは思わないが、自身の感性を大事にするようになった。自分がやりたいかやりたくない

かを考えるようになった。 

・フォーマットがあったのでどう事業モデルをつくっていくかというのが分かった。型が

分かったのは良かった。このプログラムがなかったら来年どうしたらいいんだろう、と分

かっていない状況だと思う。 

 

・正直ベースでいうと、3回ではすぐに変わらない。1年でも変わらないと思う。自分たち

ができるようにしないと行けないんだなと思う。1つの型に乗るというのは NPO じゃない。

いろんな団体がいたので、いろんな型を知れた。あとネットワーキングができたのはいい。 

・内面がブラッシュアップされた。人が加わってきた中で自分も変化しなければならない

が、変化の仕方が分からないとおもっていた。性格を汲んでくれたアドバイスをくれたり、

背中を押してもらえる。信じられる存在としていてくれたのが心強かった。 

 

・考え方とかが変わった。基盤を創るということがとても大事だということが 生み出し

たものでも、客観的に見ることで根っこをしっかりさせる、長く太いものに伸びたんじゃ

ないかと思った。意識を変える、基盤を作る。 

・団体について客観的に理解しておらず、説明できなかったのが、今は口に出せるし説明

できる。 

 

 

 

プログラムに参加することで得られた、組織の変化 

・1人だと迷子になる。リフレクションがないと辛い。2人がよかった。 

 

・同じ団体からの参加者との関係性が変わった。同じ場を経験することでしか培えない部
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分だと思うので、よかった。鍛えられた気がする。 

 

・団体の方向性を伝えられていなかったが、しっかり伝えられるようになった。また、一

緒にやってくれているメンバーに「団体にどう関わりたいか？」だけではなく「どんな風

に働いていきたいか？」と尋ねるようになった。 

・スタッフ皆が幸せになるにはどうしたらよいかを考えるようになり、明日から個別に面

談していく予定。 

 

・「個人個人それぞれでいいよね」というものではなく、突っ込んでくれたことで、枠組

みが見えた。ここまでやるんだという事が分かった。 

・4月から正職員増員。一部事業をを切り離すイメージも。 

・職員合宿を 4半期に 1回入れることにした。 

 

 

プログラムに参加することで得られた、事業の変化 

・時間の使い方に計画的になった。エクセルで管理している。 

・資金繰りも 1か月ごとに計画を立てるようになった。 

・研修参加者からのフィードバックで、世界観がわかりにくいとさんざん言われ、一わか

るように説明する努力を始めることができた。 

・事業計画書を作ってみて、数字は難しくても、もう逃げられないから頑張った。事業計

画書を作っていなかったら、行き当たりばったりになっていただろう。長期計画がなかっ

た。 

 

・日々の時間の使い方を考えるようになったこと。検証しつつ進められる。何にどれだけ

時間をかけているのかがわかると、お金の計算ができるようになる。事業や予算の計画や

のために、何に時間をかけているのかを知る必要があるとわかった。 

 

・企業にアプローチへするという変化が起きた。 

・皆が幸せに働くにはという事を考えられるようになったので、お金の話をしやすくなっ

た。 

 

 

 

 

 

 



94 

 

付録 1 集合研修関連資料 

 

6.1 第 1回集合研修関連資料 

6.1.1 第 1回集合研修プログラムガイド 

6.1.2 講義資料「ビジョンを計画に落とし込む、事業計画の作り方」 

6.1.2.1 講義内容説明資料 

6.1.2.2 事業計画書雛形 

6.1.2.3 ディスカッションシート 

6.1.3 第 1回集合研修参加者アンケート 

 

6.2 第 2回集合研修関連資料 

6.2.1 第 2回集合研修プログラムガイド 

6.2.2 第 2回集合研修参加者アンケート 

 

6.3 第 3回集合研修関連資料 

6.3.1 第 3回集合研修プログラムガイド 

6.3.2 第 3回集合研修参加者アンケート 
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6.1 第 1回集合研修関連資料 

6.1.1 第 1回集合研修プログラムガイド 
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6.1.2 講義資料「ビジョンを計画に落とし込む、事業計画の作り方」 

 第 1 回集合研修では、株式会社コンコードエグゼクティブグループ 取締役 COO 杉浦元

様より、「ビジョンを計画に落とし込む、事業計画の作り方」についてのご講義を実施頂い

た。この講義を企画した主な目的として、事業計画を作り切るという今回の研修のゴール

に向かう上で、前提となる知識・考え方を参加者全員に習得頂くことを意図した。 

 

＜講義・グループワークの概略＞ 

 事業計画がそもそも必要な理由や、盛り込むべき要素についてレクチャー 

事業計画についてプレゼンを実施し、質疑応答やフィードバックをするセッション 

 事業の構成要素や、財務予測の立て方についてレクチャー 
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6.1.2.1 講義内容説明資料 



110 
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116 
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6.1.2.2 事業計画書雛形 
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131 
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6.1.2.3 ディスカッションシート 
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6.2 第 2回集合研修関連資料 

6.2.1 第 2回集合研修プログラムガイド 
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6.3 第 3回集合研修関連資料 

6.3.1 第 3回集合研修プログラムガイド 
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付録 2参加団体紹介資料 

 

7.1 事前アセスメントシート評価項目 

 

7.2 NPO法人 e-Education 

7.2.1 団体紹介資料 

 

7.3 株式会社 空から蝶 

7.3.1 団体紹介資料 

 

7.4. ちぇぶら 

7.4.1 団体紹介資料 

 

7.5. NPO法人 ファザーリング・ジャパン関西 

7.5.1 団体紹介資料 

 

7.6. NPO法人 ReBit 

7.6.1 団体紹介資料 
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7.1 事前アセスメントシート評価項目 

 

大分類 観点： 記入の際に参考にしてください

1-a
社会課題の構造や

受益者のニーズの理解

・表面的な現象にとどまらない、課題の本質や構造、受益者のニーズや取り巻く状況を、調査（ア

ンケート、ヒアリング等）や分析を通して把握し、事業戦略・計画の基礎とできていますか？

・他のプレイヤー（団体・企業・行政など）の取り組みを把握していますか？

1-b
ミッション・ビジョンの定義と、

事業との一貫性

・課題やニーズ、他のプレイヤーとの役割分担を踏まえて自団体のミッション、ビジョンを定義でき

ていますか？

・ミッション・ビジョンと事業の一貫性はありますか？

・組織に浸透し、意思決定や行動の指針となっていますか？

1-c
中長期的な事業戦略・

計画・目標の立案

・ミッション・ビジョンの実現から逆算した、成果目標・行為目標を設定していますか？

・目標の達成に向け、有効な戦略・計画を立案していますか？

・他のプレイヤーとの協働や役割分担を踏まえた計画になっていますか？

・定期的な事業評価を行い、計画の見直しに反映していますか？

2-a
事業モデルの定義と、

商品／サービスの開発

・ミッション・ビジョンの実現、社会課題の解決に向けた、最適な事業モデルを定義し、その実現に

必要な商品／サービスをデザインできていますか？

・事業モデルの進化や、商品／サービスの充実に向けたロードマップを描き、必要な資源の投資

ができていますか？

2-b オペレーションの精度

・適切な品質や規模で事業を実施するための体制や仕組みが構築できていますか？

・必要なノウハウがマニュアル等で言語化され、共有されていますか？

・データベース等のIT技術を、必要に応じて有効に活用できていますか？

・事業評価や顧客アンケート等による改善の仕組みはありますか？

2-c マーケティングと顧客開発
・対象顧客にリーチするために、適切なマーケティング戦略（商品設計、流通の仕組み、価格設

定、広告宣伝等）を設計し、実行できていますか？

3-a 収支計画の立案
・収支計画を作成し、継続的にアップデートしていますか？

・収支計画が、業務と結びついており、組織のニーズや戦略を反映していますか？

3-b 資金調達

・自団体の事業に最適な資金調達源（事業収入、寄付、会費、助成金等）を選択し、戦略的に調達

できていますか？

・資金調達源を多様化し、安定的な収入基盤を確立できていますか？

4-a
経営層のリーダーシップ／

マネジメントスキル

・ミッション・ビジョンの実現に向け、効果的にリーダーシップを発揮し、人を巻き込むことができて

いますか？

・事業や組織のマネジメントなど、経営者としての役割を十分に発揮できていますか？

4-b 最適な事業実施体制の構築

・事業の遂行に必要な人材を確保できていますか？（ボランティアやインターン、プロボノ、事業

パートナー等の外部の協力者も必要に応じて含む）

・個々の力が活かされ、組織としてのパフォーマンスが高まるような組織体制やルールを構築でき

ていますか？

4-c スタッフの採用・育成・定着

・団体に合った、スタッフの採用手法やルートは確立されていますか？

・スタッフの育成のために必要な取り組みが行われていますか？（OJT／Off-JT）

・特に重要な役割を果たすマネジメント人材の採用・育成ができていますか？

・団体の規模やステージに合わせた人事・評価制度は確立していますか？

4-d 理事会／取締役会の活用
・理事／取締役に適切な人材（適切な知見やネットワークを有する外部の経営者や専門家）を登

用し、定期的に理事会／取締役会を開催することで、有効なマネジメントの仕組みとして活用でき

ていますか？

5-a 他のプレイヤーとの協働
・課題の解決や顧客ニーズの充足に向けて、他のプレイヤー（団体・企業・行政など）と効果的に

協働・役割分担ができていますか？

5-b ステークホルダーへの情報発信
・団体のWEBなどを通じて、理念や事業内容などを公表していますか？

・活動報告や収支報告などを定期的に作成し、ステークホルダーに対する情報発信を行っていま

すか？

内閣府マネジメント人材育成支援（経営戦略）　事前アセスメントシート

5. 協働・連携

評価項目

中項目

1. 社会を変える計画

2. 事業モデル／

オペレーション

4. 組織

3. 収支計画／

資金調達
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7.2 NPO法人 e-Education 

 NPO 法人 e-Education は、途上国で教育支援を行う NGO。 

「世界の果てまで、最高の授業を届ける」ことをミッションに、途上国の貧しい子どもた

ちに、有名な先生たちの授業を DVD にして届けてきた。2010 年に活動を開始し、現在まで

に世界 10カ国でプロジェクトを展開。 
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7.2.1 団体紹介資料 
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7.3 株式会社空から蝶 

 「蝶で人と自然の調和した世界をつくる」（蝶を用いて人と自然の距離を縮めながら植物

を育て生物多様性を回復させる）をミッションに、環境教育、地域の植物を用いたバタフ

ライガーデン（蝶を呼ぶ庭）の施工、地域の有用な植物からなる生物多様性の庭づくり、「蝶

の旅 エコツアー」等を行っている。 
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7.3.1 団体紹介資料 
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7.4 ちぇぶら 

 

 「ちぇぶら」は更年期を前向きに捉えた言葉「Change of life」から付けた。更年期か

らの心と体 のヘルスケアを提供し、更年期を迎える女性の健康で豊かな人生をサポート

する。更年期は誰もが 迎える“期間”のことを言う。4人に１人の女性が更年期障害にな

るが、ヘルスリテラシーを身につける機会がないことで Quality Of Life を低下させてい

る問題の解決に挑む。ちぇぶらは「人生のどんなステージでも 心も体も健康に自己実現

に誰もが挑戦できる社会」を目指す。 
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7.4.1 団体紹介資料 
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7.5 NPO法人ファザーリング・ジャパン関西 

 「笑ろてるパパがええやん！」を合言葉に、子育てセミナーや組織研修の「講演・講座・

イベント運営事業」、 自治体の子育て支援事業の「企画・契約運営事業」などを開催。笑

っているパパを増やし、子育てに優しい、楽しい社会づくりに取り組んでいる。 
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7.5.1 団体紹介資料 
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7.6 NPO法人 ReBit 

 LGBT（同性愛者や性同一性障害者などの性的マイノリティ）は、約 13人に 1人。しかし

正しい知識/周りの理解の不足などから、LGBT の約 3人に 2人が一度は自殺を考えるという

深刻な事態を招いており、特に希死念虜が高まる時期は第二次性徴期と言われている。

ReBitはLGBTの子どももありのままで大人になれる社会を目指し、教育現場への出張授業、

LGBT 成人式などのイベント 運営、LGBT の就職活動支援などを行っている。 
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7.6.1 団体紹介資料 
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